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オートマチツク・トランスミッション

オートマチック・トランスミッション
油圧テスト
油圧テスト準備

1.パーキング・ブレーキを作動させ、前輪と後輪に
輪止めをする。

2.エンジン冷却水を点検する。（参照：セクション
E、冷却水、冷却水量点検）

3.エンジン・オイル量を点検する。（参照：セクショ
ンD、エンジン・オイル、エンジン・オイル点
検）

4.ATF量を点検する。（参照：オートマチック・ト
ランスミッション、ATF点検､ATF量点検）

5.点火時期を点検する。（参照：セクションF、エン
ジン調整、点火時期調整）

6.アイドル回転数を点検する。（参照：セクション
F、エンジン調整、アイドル回転数調整）

2.ライン圧測定用プラグを取外し、SSTを取付け
る。SST(490378400B)のゲージ部分をSST
(49BO19901)と交換する。

3784

D6440A

3.エンジンを始動し、暖気する。

4.セレクタ・レバーをDレンジにセレクトし、アイ
ドル回転時のライン圧を測定する。

5.エンジンを停止し、SST(490378400B)のゲー
ジ部分をSST(49BO19902)と交換する。

ライン圧テスト

1．油圧テスト準備を行う。（参照：オートマチック．
トランスミッション、油圧テスト、油圧テスト準
備）

注意

●6から7への手順は5秒以内で行う。

oライン圧測定後はNレンジで1分間以上アイド
リングする。

‘0

警告

●ATF温度が高い時にライン圧測定用プラグを
取外すとATFが吹出し、火傷の恐れがある。
ライン圧測定用プラグの取外しはトランスミッ
ションおよびATF温度が低い時に行う。

6.エンジンを始動し、左足でブレーキ・ペダルを強
く踏み込んだ後、右足でアクセル・ペダルを全開
までゆっくり踏み込む。

7.ストール回転時のライン圧を測定する。

8.同様に、S、L、Rレンジのライン圧を測定す
る。

標準値

踏捨．1"，.、、←一、ノー－，1

9．標準値外の場合、次の原因が考えられる。

Ｄ
Ｊ
息

K － 2

エンジン型式
B6-ZE[RS] BP-ZE[RS]

D、S、Lレンジ
アイドル回転時

ストール回転時
370～400{3.7～4.1}

920～1070{9.4～10.9}

370～400{3.7～4.1}

970～1120{9.9～11．4}
Rレンジ アイドル回転時

ストール回転時
530～590{5.4～6.0}

1270～1520{13.0～15.5}

500～550{5.1～5.7}

1240～1490{12.7～15.2}
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1

四警告

●ATF温度が高い時にSSTを取外すとATFが吹出し、火傷の恐れがある。SSTの取外しは、トラン

スミッションおよびATF温度が低い時に行う。

10.エンジンを停止し、SSTを取外す。

11.新品のOリングにATFを塗布し、ライン圧測定用プラグに取付ける。

12.ライン圧測定用プラグを取付ける。

締付けトルク

5.9～8.8N．m{60～gOkgf･cm}

ストール・テスト

1.油圧テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、油圧テスト、油圧テスト準備）

注意

●2からSへの手順は5秒以内で行う。

・ストール回転数を測定後はNレンジで1分間以上アイドリングする。

2.エンジンを始動し、左足でブレーキ・ペダルを強く踏み込んだ後、セレクタ・レバーをDレンジにセレクト

し、右足でアクセル・ペダルを全開までゆっくり踏み込む。

3.エンジン回転数が一定したら、ストール回転数を測定する。

4.同様に、S，L、Rレンジでストール・テストを行う。

標準値

全レンジ

B6-ZE

BP-ZE

[RS)

[RS)
剛
伽
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5.標準値外の場合、次の原因が考えられる。

K－3

状態 考えられる原因

標準値よりも高い すべてのレンジで高い

プライマリ・レギュレータ・バルブ作動不良

スロットル・パルプ作動不良

スロットル・ケーブル調整不良

標準値よりも低い

すぺてのレンジで低い

D，S、Lレンジで低い

。●巳

Rレンジで低い

プライマリ・レギュレータ・パルプ作動不良

スロットル・パルプ作動不良

スロットル・ケーブル調整不良

オイル・ポンプ不良

O/Dクラッチ不良

Dレンジ油圧回路上の不良(ATFの漏れが多い）

O/Dクラッチ不良

フロント・クラッチ不良

Rレンジ油圧回路上の不良(ATFの漏れが多い）

O/Dクラッチ不良
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タイムラグ・テスト

1.油圧テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、油圧テスト、油圧テスト準備）
2.エンジンを始動し、セレクタ・レバーをNレンジからDレンジ(HOLD以外）へセレクトする。
3.セレクトしてからセレクト・ショックをはっきり感じるまでの時間を測定する。
4.同様にNレンジからDレンジ(HOLD)、NレンジからRレンジのタイムラグ・テストを行う。

標準値

タイムラグ時間

N→Dセレクト時：0．7秒以下

N→Rセレクト時：1．2秒以下

5．標準値外の場合、次の原因が考えられる。

ロード・テスト

ロード・テスト準備

1.エンジン冷却水の量を点検する。（参照：セクションE、冷却水、冷却水量点検）
2.エンジン・オイル量を点検する。（参照：セクションD，エンジン・オイル、エンジン・オイル点検）
3.ATF量を点検する。（参照：オートマチツク・トランスミッション、ATF点検、ATF量点検）
4.点火時期を点検する。（参照：セクションF、エンジン調整、点火時期調整）
5.アイドル回転数を点検する。（参照：セクションF，エンジン調整、アイドル回転数調整）

K－4

状態
考えられる原因

標準値より低い すべてのレンジで低い エンシン出力不足（トルク・コンバータ内、ワンウエイ・ク
ラッチ不良）

標準値より高い

Dレンジで高い

Rレンジで高い

すべてのレンジで高い

フイン圧か低い

●
●

フォワード・クラッチの不良

ワンウエイ・クラッチ恥2の不良

フイン比か低い

●
●

ダイレクト・クラッチの不良

リバース・ブレーキの不良

フイン比か低い

● O/Dクラッチまたは‐ワンウェィ．〃弓､､'季M,n'7､云白

状態
考えられる原閃

N→Dレンジのシフト時 標準値以外

フイン圧か低い

フォワード・クラッチの不良

ワンウエイ・クラッチNn2の不良

N→Rレンジのシフト時 標準値以外

フイン比か低い

ダイレクト・クラッチの不良
リバース・ブレーキの不良
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変速線図
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Dレンジ・テスト

Dレンジ(HOLD以外）

1.ロード・テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、ロード・テスト、ロード・テスト
準備）

2.アクセル・ペダル開度全開および半開で発進し、l→2，2→3，3→O/Dにシフトアップするか、またそ
の変速点がシフト・ポイントに適合していることを点検する。

3.O/D，第3速、第2速で走行中にキツクダウンを伴い、O/D→3，3→2，2→1にシフトダウンする
か、またキックダウン可能限界車速がシフト・ポイントに適合していることを点検する。

4.第1速、第2速で走行中、アクセル・ペダルから足を離しエンジン・ブレーキが作動せず、第3速、O/Dで
作用することを点検する。

5.ロックアップ点がシフト・ポイントに適合していることを点検する。
6.変速ショックが小さく、変速が円滑であり、長びかないか、また異音および滑りがないことを点検する。

Dレンジ(HOLD)

1.ロード・テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、ロード・テスト、ロード・テスト
準備）

2.アクセル・ペダル開度全開および半開で発進し、2→3にシフトアップするか、またその変速点がシフト・ポ
イントに適合していることを点検する。

3.第3速、第2速で走行中、キックダウンを行い、シフトダウンしないことを点検する。
4.第3速で走行中、アクセル・ペダルから足を離しエンジン・ブレーキが作用することを点検する。
5.ロックアップ点がシフト・ポイントに適合していることを点検する。
6.変速ショックが小さく、変速が円滑であり、長びかないか、また異音および滑りが無いことを点検する。

シフト・ポイント

、、””r‐■の＝

項目 エンジン型式

B6-ZE[RS] BP-ZE[RS]
， 1

→ ， 2 55～61 58～64

， 2→ ， 3 97～105 102～110

D3→O/D 150～160 157～167

， 1→， 2 32～43 32～43

， 2→ ， 3 55～74 57～76

3速ロツクアップON 91～103 94～106

D3→O/D 81～110 86～113

○/DロックアップON 81～99 81～99

O/D→， 3 17～23 17～23

， 3→， 1 5～ ll
● 5～ 1l

O/D→， 3 138～148 145～155

， 3
→ ， 2 89～97 95～103

， 2→ ， 1 42～48 42～48

， 2→ ， 3 15～25 15～25

3速ロツクアップON 92～102 95～105

○/D→， 3 150～156 157～163

， 3 → ， ， 7～ 13 7～ 13

Sレンジ・テスト

Sレンジ(HOLD以外）

1.ロード・テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション､ロード・テスト、ロード・テスト
準備）

K－6
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2.アクセル・ペダル開度全開および半開で発進し、l→2，2→3にシフトアップするか、またその変速点がシ
フト・ポイントに適合していることを点検する。

3.第3速、第2速で走行中にキツクダウンを行い、3→2，2→lにシフトダウンするか、またキックダウン可
能限界車速がシフト・ポイントに適合していることを点検する。

4.第1速で走行中、アクセル・ペダルから足を離しエンジン・ブレーキが作動せず、第2速、第3速で作用する
ことを点検する。

5.ロックアップ点がシフト・ポイントに適合していることを点検する。

6.変速ショックが小さく、変速が円滑であり、長びかないか、また異音および滑りがないことを点検する。

Sレンジ(HOLD)

1.ロード・テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、ロード・テスト、ロード・テスト
準備）

2.アクセル・ペダル開度全開および半開で発進し、第2速に固定されていることを点検する。

3.第2速で走行中、キックダウンを行い､シフトダウンしないことを点検する。

4.アクセル・ペダルから足を離しエンジン・ブレーキが作用することを点検する。

5.異音および滑りがないことを点検する。

シフト・ポイント

Sレンジ
HOLD以外

HOLD

項目

全開

半開

全閉

ｷｯｸ鋤ン

(全開）

全域

S 1
→ S 2

S 2
→ S 3

S 1
→ S2

S 2
→ S3

3速ロツクアップON

S 3
→ S 1

S3
→ S 2

S2
→ S 1

S 3
→ S 2

エンジン型式

B6-ZE(RS] BP-ZE[RS]

55～61 58～64

97～105 102～110

32～43 32～43

55～74 57～76

91～103 94～106

5～ 11 5～ 11

89～97 95～103

42～48 42～48

96～102 101～107

Lレンジ・テスト

Lレンジ(HOLD以外）

1.ロード・テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、ロード・テスト、ロード・テスト
準備）

2.アクセル・ペダル開度全開および半開で発進し、l→2にシフトアップするか、またその変速点がシフト・ポ
イントに適合していることを点検する。

3.第2速で走行中にキツクダウンを行い、2→lにシフトダウンするか、またキックダウン可能限界車速がシフ
ト・ポイントに適合していることを点検する。

4.第1速､第2速で走行中、アクセル・ペダルから足を離しエンジン・ブレーキが作用することを点検する。
5.変速ショックが小さく、変速が円滑であり、長びかないか、また異音および滑りがないことを点検する。

Lレンジ(HOLD)

1.ロード・テスト準備を行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、ロード・テスト、ロード・テスト
準備）

2.アクセル・ペダル開度全開および半開で発進し、第1速に固定されていることを点検する。
3.アクセル・ペダルから足を離し、エンジン・ブレーキが作用することを点検する。
4.異音および滑りがないことを点検する。

K－7
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シフト・ポイント

Lレンジ
HOLD以外

HOLD

項目

全開

半開

全閉

ｷｯｸ鋤ン

(全開）

全域

L

L

L

L

L

1→L2

1
→ L 2

2→L1

2→L1

2→L1

Pレンジ・テスト

●ゆるやかな坂道でPレンジにシフトした後、ブ
レーキを解除し､車両が動かないことを確認す
る。

ATF点検

ATF状態点検

1.オイル・レベル・ゲージを抜き取り、ATFの状
態を点検する。

ATFの色 状態

透明な赤 正常

黒っぽく変色している
パワートレイン部品

(クラッチ類）の不良
薄い赤 水が含有している

赤茶色に変色している ATFの劣化

2.正常以外の場合､不具合原因を究明する。

ATF量点検

…

注意

●ATF漏れが認められる場合は、車両を走行さ
せない。

●低油温時(15~25℃）に点検する場合は、車両
を水平な場所に置き、レベル・ゲージの“20

°C表示,'の範囲内に調整する。

・低油温時の点検後温間時の条件で確認する。

1．トランスミッションを暖機状態（油温60～70｡C)
にする。

参考

･通常15分間程度の市街地走行で油温は、60~
70｡Cに上昇する。（外気温20｡Cのとき）

2.車両を水平な場所に置く。

3．パーキング・ブレーキを確実に作動させ、輪止め
をする。

、、呪圧宜一■〃｡

エンジン型式

B6-ZE(RS] BP-ZE[RS)

55～61 58～64

32～43 32～43

5～

5～ l1

42～48 42～48

35～41 35～41

4.エンジンを始動し、ブレーキ・ペダルを踏み込ん
だ状態でセレクタ・レバーをPからLレンジま

で、各レンジで数秒間放置した後、Pレンジに戻
す。

5.アイドル回転状態でオイル・レベル・ゲージの65

°C表示の切り欠き間にあることを点検する。

注意

●ATFを上限以上注入しない。

oATFが下限以下の場合、車両を走行させな
い。

6.切り欠き間以外の場合は、ATFの量を調整す
る。

指定ATF

タイプ：純正ATF(M一m）

ATF交換

警告

･火傷する恐れがある為、ATF交換作業は、A
TF冷間時に行う。

1.オイル・レベル・ゲージ、ドレーン・プラグ、
ワツシヤを取外し、ATFを抜き取る。

2.新品のワッシヤ、ドレーン・プラグを取付ける。

K- 8 路
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オートマチック・トランスミッション

締付けトルク

18～22N.m{1.8～2.3kgf･m}

全開

1.オイル・フィラ・チューブから指定ATFを注入

する。

指定ATF

タイプ：純正ATF(M一m）

…
参考

・ナット④締付け時、スロットル・ケーブルがブ

ラケットより外れないようナット⑧を固定した

状態で締付ける。

2.ATF量を点検する。（参照：オートマチツク・ト

ランスミッション、ATF点検、ATF量点検）

3.．オイル・レベル・ゲージを取付ける。

ﾄ④函Zロットル・ケーブル点検
~"1.スロットル・ケーブル全閉時、下図A寸法になっ

ていることを確認する。

3.スロットル・レバーを全閉にした状態でナシ

を締付ける。．

締付けトルク
●

12～16N･m{1.2～1.7kgf･m}A寸法標準値

O～1.5mm

皇~≦
4.スロットル・ケーブルがスムーズに動くことを確

認する。

5.スロットル・ケーブル全閉時にたるみがないこと

と、下図A寸法になっていることを確認する。

2.標準値外の場合、スロットル・ケーブルの調整を

行う。（参照：オートマチツク・トランスミッショ

ン、スロットル・ケーブル調整）

Ｏ
Ｂ
Ｉ
、

ぴ

スロットル・ケーブル調整
1.ナット④、⑧を緩るめる。

A寸法標準値

O～1．5nm

一一二

≦ 皇竺
2.スロットル・レバーを全閉にし、スロットル・

ケーブルを◎方向に引張った状態で、ナット⑧を

。方向に手で固く締付ける。

ホールド・スイッチ点検
電圧点検

1.リヤ・コンソールを取外す。

2.イグニッション・スイッチ券ONにする。
鱒溌蕊：変更箇所 K－g変更3/98(M-015、EF-015)



$･可恒嘩

オートマヂツク・トランスミッション

3.ホールド

測定する。
スイッチの切り換えにおける電圧値を

｡,●？一ｸ･･･寸宰一一
標準

○一O:導通あり
I

F

似コネクタ

標準値 ’

虹

4.標準外の場合、ホールド・スイッチを交換する。
5.ホールド・スイッチが正常ならば、ハーネス(T

CM～ホールド・スイッチおよびホールド・ス
イッチーボデー・アース）を点検する。

6.ハーネスに不具合のある場合、ハーネスを交換す
る。

7.コネクタを接続する。

8.リヤ・コンソールを取付ける。

9.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

●I(

今

4．標準値外の場合、ホール隙・スイッチの導通点検
を行う。

ホールド・スイッチ取外し／取付け
1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。
2.リヤ・コンソールを取外す。

3．シフト・ロック・アクチュエータ・コネクタを切
離し、ホールド・スイッチのピンをコネクタから
抜取る。

4.セレクタ・レバー・ノブを取外す。（参照：シフ

ト・メカニズム、セレクタ・レバー取外し／取付
け、セレクタ・レバー・ノブ取外し時の留意点）

5．新品のセレクタ・レバー・ノブを取付ける。（参
照：シフト・メカニズム、セレクタ・レバー取外
し／取付け、セレクタ・レバー・ノブ取付け時の

留意点）

6．新品のホールド・スイッチを取付け、シフト．
ロック・アクチュエータ・コネクタに接続する。

7．コネクタを接続する。蕪
8‘リヤ・コンソールを取付ける。

9.バッテリ(－）ケーブルを接続する。

導通点検

1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。
2.コネクタを切離す。

〔
コネクタ

3･ホールド・スイッチの切り換えにおける各端子間
の導通を点検する。

インヒビタ篁雪スイッチ点検
1.TGM側コネクタでインヒビタ．スイッチの端子
：電圧を測定する｡惨照：オートマチック・トラン
スミッション、トランスミッション・コントロー
ル・モジュール.(TCM)点検）

K-10

スイッチ状態
端子

A B

通常位置

押込み位置 ↑
、 一一-一○

B A

スイッチ状態
端子

A B

通常位置(V) V B 0

押込み位置(V) 0 0

B A



熱
オートマチツク・トランスミッション

2.標準値外の場合、インヒビタ・スイッチを調整す

る｡(参照：オートマチック．､トランスミッショ

ン、インヒビタ・スデrツチ調整）

3.再度、TCMの端子電圧を測定する。（参照：オー

トマチック・トランスミッション、トランスミッ

ション・コントロール・モジュール(TCM)点

検）

4.標準値外の場合、TCM～インヒビタ・スイッチ

間のハーネスの導通点検をする。

5.ハーネスに不具合のある場合、ハーネスを交換す

る。．

6.ハーネスが正常な場合、インヒビタ・スイッチを

取外し単体点検をする。（参照：オートマチック・

トランスミッション、インヒビタ・スイッチ取外

し／取付け）

7.インヒビタ・スイッチのコネクタにおいて、各レ

ンジにおける各端子間の導通を点検する。

インヒピタ・スイッチ調整
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.セレクタ・ロッドをマニュアル・シャフト・レ

バーから切離す。

3.マニュアル・シャフトをNレンジの位置にする。

4.インヒビタ・スイッチ取付けボルトを緩める。

5.インヒビタ・スイッチの基準線とマニュアル・

シャフトの切り溝を合わせる。

レト

切り溝

6.インヒビタ・スイッチ取付けボルトを締付ける。
標準

締付けトルク

4.0～6.8N･m{40-70kgf･cm}

7.セレクタ・ロッドをマニュア．ル・シャフト・レ

バーに接続する。

8.バッテリ（－）ケーブルを接続する｡■

9.インヒピタ・スイッチの端予電圧点検を行う｡(参
照：オートマチック・トランスミッション；トラ

ンスミッション・コントロール・モジュール(T

CM)点検）

インヒピタ・スイッチ取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.インヒビタ・スイッチ・コネクタを切離す。

3.セレクタ・ロッドをマニュアル・シヤフト

バーから取外す。

4.マニュアル・シャフト・レバーを取外す。

し

--------ﾃー _ー__一

題垂圏一

8.標準外の場合、インヒビタ・スイッチを交換す

る。（参照：オートマチツク・トランスミッショ

ン、インヒビタ・スイッチ取外し／取付け）

9.コネクタを接続する。

10.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

。
⑤
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レンジ 端子 状態

P

D－C間

I－B間

その他

導通あり

導通なし

R
1－F間

その他

導通あり

導通なし

N

D－C間

1－J間

その他

導通あり

導通なし

，
I－H間

その他

導通あり

導通なし

S
I－E間

その他

導通あり

導通なし

L
I－G間

その他

導通あり

導通なし



オートマチックqトランスミッション串

5．（一）ドライバを使用して、ロック・ワッシヤの
かしめを外す。

締付けトルク

3.0～4.9N．m{30～50kgfocm}

娠
季

､⑤、
6．ナット、ロック・ワッシヤ、バッキンを取外す。 14.ロック・ワッシヤをかしめる。

15.インヒビタ・スイッチの調整を行う｡(参照：オー
トマチック・トランスミッション、インヒビタ・
スイッチ調整）

16.マニュアル・シャフトをNレンジにセレクトす
る。

17.マニュアル・シャフト・レバーを取付ける。

一一一一@画、
7．インヒビタ・スイッチ取付けボルトを取外す。

。
⑤

18．マニュアル・シャフト・レバーにセレクタ・ロッ
ドを取付ける。

19．インヒピタ・スイッチ・コネクタを接続する。
20．バッテリ（一）ケーブルを接続する。

一

8.インヒビタ・スイッチを取外す。

9.マニュアル・シャフトをNレンジの位置にする。
10.インヒビタ・スイッチを取付け、取付けボルトを

仮締めする。

パルス・ジエネレータ点検
1．バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．エキゾースト・ブラケット、フロント・パイプを
取外す。（参照：セクションF，排気装置系統、排
気装置系統取外し／取付け）

3.コネクタを切離す。

ノ

一

‘

一

一
一

一

三ニラ萎二．11.新品のバッキンを取付ける。

12．新品のロック・ワッシヤを取付ける。
13.ナットを締付ける。

K-12



オートマチツク・トランスミッション

参考

・パルス・ジェネレータの抵抗値は温度により変

化するため、高油温時での抵抗値も測定し、良

否判定をする。

畦
4.端子間の抵抗を測定する。

標準値

560～680Q(20｡C)

5.新品のOリングにATFを塗布し、パルス・ジェ

ネレータに取付ける。

6.パルス・ジェネレータを取付ける。

鋤 締付けトルク

7.9～10.7N．m{80～110kgf･cm}

7.コネクタを接続する。

8.フロント・パイプ、エキゾースト・ブラケットを

取付ける。（参照：セクションF、排気装置系統、

排気装置系統取外し／取付け）

9.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

1100

10伽

抵900
抗800

Q700

釦0

印0

400
-4004080120150

温度。C():参 考値

5.標準値外の場合、パルス・ジェネレータを交換す

る。（参照：オートマチック・トランスミッショ

ン、パルス・ジェネレータ取外し／取付け）

6.コネクタを接続する。

7.フロント・パイプ、エキゾースト・ブラケットを

取付ける。（参照：セクションF、排気装置系統、

排気装置系統取外し／取付け）

8.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

(1027）

(846）

レボリューション・センサ点検
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.コネクタを切離す。

3.レボリューション・センサを取外す。
緋

２
零

ン・センサ

パルス・ジェネレータ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.エキゾースト・ブラケット、フロント・パイプを

取外す。（参照：セクションF、排気装置系統、排

気装置系統取外し／取付け）

3.コネクタを切離す。

4．ボルトを取外し、パルス・ジェネレータを取外
す。

参考

・レボリューション・センサの抵抗値は温度によ

り変化するため、高油温時での抵抗値も測定

し、良否判定をする。

4.端子間の抵抗を測定する。

標準値

387～473Q(20｡C)

K-13



オートマチック・トランスミッション

7.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

ソレノイド・バルブ点検
抵抗値点検

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．ソレノイF･バルブをコントロール・バルブ・ボ

デーから取外す。（参照：オートマチック・トラン

スミッション、ソレノイド・バルブ取外し／取付
け）

3．ソレノイド・バルブの抵抗値を測定する。

鋤

即
即
印
印
即

７
６
５
４
３

標準値
抵
抗
Ｑ

25q"~~~-4004080120

温度。C （）：参考値

5.標準値外の場合、レボリューション・センサを交
換する。

6.レボリューション・センサを取付ける。（参照：
オートマチック・トランスミッション、レボ
リューション・センサ取外し／取付け）

7.コネクタを接続する。

8.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

シフト

ソレノイドNo.1

シフト・

ソレノイ ドNo.2

レボリューション・センサ取外し／取付け
1．バッテリ（－）ケーブルを切離す。
2.コネクタを切離す。

3．ボルトを取外し、レボリューション・センサを取
外す。

ロック

ソレノ

バルブ
〃

a⑨e

迂愈

、

夕
零 4．標準値外の場合、ソレノイド・バルブを交換す

る。

5．ソレノイド・バルブを取付ける。（参照：オートマ
チック・トランスミッション、ソレノイド・パル
プ取外し／取付け）

6.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

ン・センサ

4.新品のOリングにATFを塗布し、レボリュー
ション・センサに取付ける。

5.レボリューション・センサを取付ける。 作動点検

1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2．ソレノイド・バルブをコントロール・バルブ・ボ

デーから取外す。（参照：オートマチック・トラン
スミッション、ソレノイド・バルブ取外し／取付
け）

締付けトルク

5.0～6.8N･m{50～70kgfocm}

6.コネクタを接続する。

K－14

シフト・ソレノイド 測定値(Q)

シフト・ソレノイドNnl

シフト・ソレノイドNn2

ロックアップ・ソレノイド・バルブ

11～ 15



オートマチツク・トランスミッション

3.各ソレノイ膜端子にバッテリ電圧をかけ、ソレノ

イド・バルブの作動音を確認する。

4.作動音が確認できない場合は、ソレノイド・バル

ブを交換する。

5.ソレノイド・バルブを取付ける。（参照：オートマ

チック・トランスミッション、ソレノイド・パル

プ取外し／取付け）

6.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

◎
一
王 ー

ｼﾌﾄ・

ﾙﾉｲド・
No.1、
No.2

ｺ抄タ

q■■

。。。

、
Ⅱ
Ｕ
／

允
一
ｌ
ｌ
ｌ

心
ｒ

毎
｝
″
〃
●

●柳
川
剛
鮒

石ﾃ｡◎

ソレノイド・バルブ取外し／取付け
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

バルブを取外す。7.ソレノィド・

ﾂﾌﾄ･ﾙﾉｲドNo.2

警告

●火傷する恐れがあるため、ATF高油温時に作
業しない。

注意

・スチーム、洗浄油等を使用してトランスミッ

ション外部を洗浄する。
ﾛﾂ伽・

ﾙﾉｲド･ﾉ蝿プ汐卜･ﾙﾉｲドNo.1

8.新品のOリングにATFを塗布し、ロツクアツ

プ・ソレノイド・バルブに取付ける。
2．ドレーン・プラグ、ワツシヤを取外しATFを抜

き取る。

3.オイル・フィラ・チューブを取外す。

4.オイル・バン、ガスケットを取外す。

注意

・チューブを取外す時、チューブの両端を引き上

げ変形させない様に取外す。 ◎
5.チューブを取外す。

9.新品のガスケットとソレノイド・バルブをコント

ロール・バルブ・ボデーに取付ける。

－ブ
チユ 締付けトルク

④：7.9～11.7N．m{80～120kgf･cm}

⑧：5.0～5.8N．m{50～切随f･cm)

グ

砿】
6.シフト・ソレノイドNql、恥2、ロツクアツプ・

ソレノイド・バルブのコネクタを切離す。

ﾛｯ〃ﾂ・

ﾙﾉｲド。J卿プ

10.コネクタをソレノイド・パルプに接続する。

K-15



オートマチック・トランスミッション

ﾛｯｸ”・

ﾙﾉｲド・
服・

ｺ材タ

2.コンビネーション・メータを取外す。（参照：セク

ションT、警告、表示装置、コンビネーション・

メータ取外し／取付け）

3.1C端子とlE端子間導通を点検する。

”卜・

ルノイド

No.1、
肺.2

コネクタ

◎
一
華

ー

◎◎

J○□
「

1E

匡参ゑろ自呂金余
扇､ﾉ。◎

肌
卯
０ 【_〕（~］

注意

・チューブを変形させないこと。

11.チューブを取付ける。
4.導通がない場合、プリント・サーキットまたはバ

ルブを交換する。導通がある場合、ハーネスとコ
ネクタを点検する。

5．コンビネーション・メータを取付ける。（参照：セ
クションT、警告、表示装置、コンビネーショ

ン・メータ取外し／取付け）

チューブ

ユープ

ブ

トランスミッション・コントロール・モ
ジュール(TCM)点検
SST(ピン・ボックス)使用時
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.コネクタを切離し、TCMを取外す。

3.車両ハーネスとTCMの間にSSTを接続する。

12．新品のガスケットとオイル・バンを取付ける。

締付けトルク

4.0～4.9N.m{40～50kgf･cm}

13．新品のワツシヤ、ドレーン・プラグを取付ける。

締付けトルク

18～22N．m{1.8～2.3kgf･m} 019．0

14．オイル・フイラ・チューブを取付ける。

0880A

締付けトルク

7.9～10.7N｡m{80～110kgf･cm} 4.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

5.サーキット・テスタとSSTを使用し、イグニッ

ション・スイッチをONにして、TCMの各端子
電圧を測定する。

15.ATFを規定量まで入れる。（参照：オートマチッ
ク・トランスミッション、ATF交換）

16.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

17.油圧テストを行う。（参照：オートマチック・トラ
ンスミッション、油圧テスト）

18.ロード・テストを行う。（参照：オートマチック・
トランスミッション、ローIく・テスト）

参考

・端子電圧を測定する場合、サーキット・テスタ

（一）端子をボデー・アースにすると誤差が出
る恐れがあるため、TCMのAP端子のアース
を使用する。

ホールド・インジケータ・ライト点検
1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。 6.標準値外の場合、接続先の点検を行い、正常なら

"TCMを交換する。
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7.TCMを取付ける。（参照：オートマチツク．トラ

ンスミッション、トランスミッション・コント

ロール・モジュール(TCM)取外し／取付け）

8.コネクタを接続する。

9.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

サーキット・テスタ単独使用時

1.イグニッション・スイッチをONにして、TCM

の各端子電圧を測定する。

参考

・端子電圧を測定する場合、サーキット・テスタ

（－）端子をボデー・アースにすると誤差が出

る恐れがあるため、TCMのAP端子のアース

を使用する。

2.標準値外の場合、接続先の点検を行い、正常なら

"TCMを交換する。

3.TCMを取付ける。（参照：オートマチツク・トラ

ンスミッション、トランスミッション・コント

ロール・モジュール(TCM)取外し／取付け）

4.コネクタを接続する。

5.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

K －1ア
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オートマチック・トランスミッション

端子電圧一覧表（参考値）

ー

…

鐸．

鐙
蕊
窺
唾

！
・
，
●
！
、
！
．
！
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
痔
・
券
・
ゞ
排

:酊正箇所
K-18 訂正10/98(M-0万、EF-070)

=
AQ 州

AR AO AL AI AF 肥 Z W T Q N K H E B

AJ AG AD 船

端子 信号名 接続先 測定条件
電圧値

(V)
異常時の点検箇所

A Lレンジ信号
インヒビタ

スイッチ

Lレンジ

Lレンジ以外

V B

0

●インヒビタ・スイッチ

● 関連ハーネス

B Sレンジ信号
インヒビタ

スイッチ

Sレンジ

Sレンジ以外

V B

0

●
●

インヒ・ビタ・スイッチ

関連ハーネス

C Dレンジ信号
インヒビタ

スイッチ

Dレンジ

Dレンジ以外

V B

0

●インヒビタ・スイッチ

● 関連ハーネス

， Rレンジ信号
インヒビタ

スイッチ

Rレンジ

Rレンジ以外

V B

0

・インヒビタ・スイッチ

● 関連ハーネス
E 一

ー

一

一
ｂ

一

F
PアンドNレンジ

信号

インヒビタ

スイッチ

P，Nレンジ

P、Nレンジ以外

V B

0

・インヒビタ・スイッチ

● 関連ハーネス
H 一

一

一 ．

一
一

』 q■■■■

ー

－

■■■■■
■l■■■■

K
ホールド．

スイッチ信号

ホールド。

スイッチ

ホールド・スイッチ押込み時

ホールド・スイッチ押込み時以外

0

V B

●ホールド・スイッチ

● 関連ハーネス

L
ホールド・インジ

ケータ・ライト信号

コンビネーショ

ン・メータ

HOLDモード

HOLDモード以外

0.2～0．3

V B

●

●

コンビネーション・メー

タ

関連ハーネス
M 一

一

一

一
－

N －

一

ー

q■■■■
一

○
PCM/TCM

通信信号
PCM

q◆

PCM/TCM通信はシリアル信号

で行っているため、端子電圧点検で

は良否判定ができません。
点検はサービス． コード点検を行っ

てください。（参照：セクションF，
ダイァグノシス。

ス・コード点検）

システム、サーピ

q■■■■

● PCM

● O端子～PCM間のハー

ネス

Q ー

－

－

ー

－

R

スロットル・ポジ

シヨン・センサ信号

(VREF)

スロットル・ボジ

シヨン・センサ

イグニッション． スイッチON時

イグニッション ･スイッチOFF時

4.5～5.5

0

●

●

スロットル・ボジショ

ン・センサ

関連ハーネス
T 一

一

ー

一
ー

U

スロットル・ポジ

シヨン・センサ信号

(VTH)

スロットル･ボジ

シヨン・センサ

スロットル・パルプ全閉時

スロットル・バルブ全開時

0.3～1.0

3.1～4.5

oスロットル・ボジショ

ン・センサ

・関連ハーネス

蕊
パルス・ジェネレー

タ信号

パルス

ジェネレータ

アイドリング時

P Nレンジでレーシング時

(約4000rpm)

瞬き錘
●
巳
０

，
・

ゴ
ヂ

▲
ロ
ー
ｒ

９
夕

誤一己｡①－‐ 蕊醗；

●
●

パルス・ジェネレータ

関連ハーネス

蕊
パルス・ジェネレー

タ信号（アース）

パルス

ジェネレータ

輔
・
今
掻
や
が

h

h

』
や
刑
・
裂
夕

｛
『
軽
Ｃ
Ｏ
、
口

山
■
◇
ｌ
■
０蕊

ｐ
０

ｂ

ｏ
ｆ
４
い
ひ
■
。
、

凸
ｑ
６
ｐ
ｐ
０

，
毎
句
や
。
が
，
錘
ふ
濡
嬰
少
今

毛
．
、
必
。
・
・
Ｄ
Ｐ
釧
‐
？
軸
企

や
ｏ
心
‐
守
・
、
‐
ｌ
も
ク
牛
も
。
恥
肺
卜

●
●

パルス・ジェネレータ

関連ハーネス
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瓢．
‐ofユら。

〃 凸端子に登漏L

DA里端子に接霧
廿
一
曇

。
、
“
》
↑

●
●
ゞ
で
』
・
・
〆■

●
邦
一

●（
叩
モ
ー
タ
一
一
寺
．

．
Ｑ
聖
一
一
一
一
垣
Ｆ
◆
口
。
■

:訂正箇所
K-19 訂正10/98(M-077、EF-070)

一

端子 信号名 接続先 測定条件
電圧値

(V)
異常時の点検箇所

一

AA 一
一

一
－ －

A C
スピード・メータ

信号

コンビネーショ
、

ン・メータ（ス

ビード・メータ）

イグニッション・スイッチON時

走行時

462～5.3

2～ 3

oスピード・メータ

● 関連ハーネス

A D ー
一

一
一

一

．ゞ､一筆も、:〈~●

,､.．$､毒_ず写f,琴

蕊
レボリューション．

センサ信号

(アース）

レボリューショ

ン・センサ

●

●

レボリューション・セン

サ

関連ハーネス
『
・
全
評
卸
扣
』
△
晶
舎溌

蕊

‐
。
、
‐
Ｆ
苧
。

■
尹
冒
■
宮
テ
■

〆
》
｝
郡
》

の
評
。 。

、
．
毎
俳０

操

レボリューション。

センサ信号

レボリューショ

ン・センサ

アイドリング時

走行時（車速約25km/h以上）

蕊灘
議鍵’

●

●

レボリューション・セン

サ

関連ハーネス

AGエンジン回転数信号 PCM
アイドリング時

イグニッション・スイッチON時

4 ～ 5

0．1

●
●

PCM

関連ハーネス
A H ー

一

一
ー －

A I 一
ー

■■■■■
－ 一

A J q■■■■
q■■■■

一
－ ー

A L
PCM/TCM

通信信号
PCM

PCM/TCM通信はシリアル信号

で行っているため、端子電圧点検で

は良否判定ができません。

点検はサービス・コード点検を行っ

てください。（参照：セクションF、

ダイアグノシス・システム、サーピ

ス・コード点検）

－

●PCM

●AL端子～PCM間の

ハーネス●

AN
シフト・ソレノイド

伽2制御信号

シフト・ソレノイ

ド恥2

D、Sレンジ・HOLDモード（車

両停止状態）

上記以外（車両停止状態）

V B

0

● シフト・ソレノイドM2

・関連ハーネス

AO
ロックアップ・ソレ

ノイド・バルブ信号

ロックアップ．

ソレノイド

バルブ

ロツクアップ締結時

ロックアップ解放時

V B

1以下

● ロックアップ・ソレノイ

ド・バルブ

・関連ハーネス
A Pアース 一 常時 0 ・関連ハーネス

AQ
シフト・ソレノイド

Nnl制御信号

シフト・ソレノイ

ドNQ1

Dレンジ・シフト時

(車両停止状態）

Dレンジ3速、O/D時（車両走行

状態）

V B

0

●
●

シフト・ソレノイド胸1

関連ハーネス

AR
バッテリ

(バック

電源

アシ プ用）
バッテリ 常時 V B ● 関連ハーネス

ASバッテリ電源
イグニッション．

スイッチ

イグニッション・スイッチON時

イグニッション・スイッチOFF時

V B

0
・関連ハーネス
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トランスミッション・コントロール・モ
ジュール(TCM)取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。
2.TCMのコネクタを切離す。

3.図に示す箇所のボルト、ナットを取外し、TCM
を取外す。

4.TCMを取付ける。

締付けトルク

8.9～12.7N･m{90～130kgf･cm}

5.TCMのコネクタを接続する。

6.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

トランスミッション取外し／取付け
1.バッテリ（一）ケーブルを切離す。

2.ATFを抜き取る。（参照：オートマチック・トラ
ンスミッション、ATF交換）

3.排気装置系統を取外す。（参照：セクションF、排
気装置系統、排気装置系統取外し／取付け）

4.プロペラシャフトを取外す。（参照：セクション
L、プロペラシャフト、プロペラシャフト取外し
／取付け）

警告

●トランスミッションがミッション・ジャッキか
ら落下しないようにする。

5.図に示す手順で取外す。

6.取外しと逆の手順で取付ける。

7.トランスミッション取付け後、以下の作業を行
う。

（1）スロットル・ケーブルの調整を行う。（参照：
オートマチック・トランスミッション、スロッ
トル・ケーブル調整）

(2)ATFを規定量まで注入する。（参照：オート
マチック・トランスミッション、ATF交換）

（3）接続部からATF漏れがないことを点検する。

K-20

(4)油圧テストを行う。（参照：オートマチック．

トランスミッション､油圧テスト）

(5)ロード・テストを行う。（参照：オートマチッ

ク・トランスミション、ロード・テスト）

項目
ライン圧 ストール． タイムラグ．

テスト テスト テスト

AT交換 ○

トルク・コン

バータ交換
○ ○

〔_）：各項目0

雪

動

I

’
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鰯一

9～10．7N。、

30～110k口f･⑥

侭

ひ
① し

亀､毒● ＝

宍ザ

駈甥

く、

回
夕

⑬ 、~、－5～501

題~、
@曲

N･m{"f･m}
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1 スロットル・ケーブル

2 オイル・レベル・ゲージ、オイル・フィラ

チューブ

3 パフォーマンス・ロッド

4 エキゾースト・ブラケット

5 シフト・ロッド

6 インヒビタ・スイッチ・コネクタ

7 レボリューション・センサ・コネクタ

8 ソレノイド・コネクタ

9 パルス・ジェネレータ・コネクタ

10 ハーネス・ブラケット

1l オイル・パイプ

壷オイル．クーラ酌外Iﾉ／取付け

12 アンダ・カバー

13 トルク・コンバータ取付けボルト

面取外し時の留意点

壷取付け時の留意点

14 ハーネス

15 パワー・プラント・フレーム(PPF)

画取外し時の留意点

露取付け時の留意点

16 トランスミッション取付けボルト

唾取外し時の留意点

17 トランスミッション

唾取付け時の留意点



オートマチック・トランスミッション

トルク・コンバータ取付けボルト取外し時の留意
点

1．（一）ドライバを使用してドライブ・プレートの
回り止めをする。

2．トルク・コンバータ取付けボルトを取外す。

亀

パワー・プラント・フレーム(PPF)取外し時
の留意点

1.PPFからワイヤ・ハーネスを取外す。

2．ミッション・ジャッキをトランスミッションに
セットする。

I

I

3．リヤ側ボルトを取外し、スペーサを取外す。

4.デイフアレンシヤル・マウンテイング・スペーサ
を取外す。

デイフアレンシヤル・マウンテイング・スペーサ

注意

●図に示されたスペーサは、PPFから取外さな
い。

・図に示されたスペーサを取外した場合､PPF
全体を交換する。

参考

・スリーブが取外しにくい場合は、プラスチッ

ク・ハンマでスリーブの側面をたたき取外す。

5.スリーブを取外す。

PPF

スリーブ

6．フロント側ボルトを取外す。
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7.PPFを取外す。

トランスミッション取付けボルト取外し時の留意
点

警告

●トランスミッションが、ミッション・ジャッキ

から落下しないようにする。

注意

●トルク・コンバータとトランスミッションを分

離させないために、トランスミッションをトル

ク・コンバータ側に傾けないように取外す。

トランスミッション取付け時の留意点

警告

・トランスミッションがミッション・ジャッキか

ら落下しないようにする。

注意

●トルク・コンバータとトランスミッションを分

離させないために、トランスミッションをトル

ク･コンバータ側に傾けないように取付ける。

1．トランスミッションをミッション・ジャッキに
セットする。

2.トランスミッション取付けボルトを取付ける。

締付けトルク

64～89N．m{6.5～9.1kgf･m}

パワー・プラント・フレーム(PPF)取付け時
の留意点

1.デイフアレンシヤル・マウンテイング・スペーサ

を取付ける。

画
デイフアレンシヤル・マウンティング・スペーサ

2.トランスミッションをミッション・ジャッキで支

えて水平に置く。

3PPFを取付け、フロント側ボルトを仮締めす

る。

4.デイファレンシャル側の位置決めをし、スリーブ

を取付ける。

参考

・リーマ・ボルトで前側に取付ける。

5.リーマ・ボルトを仮締めする。

6.残りのボルト（3本）を仮締めする。

7.図示の順番にボルトを締付ける。

締付けトルク

104～123N.m{10.6～12.6kgf･m}
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締付けトルク

3.5~5.0×で可毛丁kgf･m

参考

●8は使用するトルク・レンチの長さ。
（単位:m)

咄脇

雪
オイル・シール車上での取外し／取付け

8.ミッション・ジャッキを取外す。

9.図示A寸法を測定する。
注意

･スチーム、洗浄油等を使用してトランスミッ

ション外部を洗浄する。
A寸法標準値

50．5～62.5mm
1.ATFを抜き取る。（参照：オートマチック・トラ

ンスミッション、ATF交換）

2.排気装置系統を取外す。（参照：セクションF、排
気装置系統、排気装置系統取外し／取付け）

3.プロペラシャフトを取外す。（参照：セクション

L、プロペラシャフト、プロペラシャフト取外し
／取付け）

4.図に示す手順で取外す。

5.取外しと逆の手順で取付ける。

6.オイル・シール取付け後、以下の作業を行う。

(1)ATFを規定量まで注入する。（参照：オート

マチック・トランスミッションもATF交換）

（2）接続部からATF漏れがないことを点検する。
（3）油圧テストを行う。（参照：オートマチック・

トランスミッション、油圧テスト）

（4）ロード・テストを行う。（参照：オートマチッ

ク・トランスミション、ロード・テスト）

コントイ’

、
ノ

Ⅲノ

諺

10.A寸法が標準値外の場合、PPFを調整する。
11.ワイヤ・ハーネスをPPFに取付ける。

トルク・コンバータ取付けボルト取付け時の留意
点

1．（－）ドライバを使用してドライブ・プレートの
回り止めをする。

注意

●ボルトは全て仮締めした後、規定トルクで締付
ける。

⑪。
、。

2.SST(490877435)を使用して、トルク・コ

ンバータ取付けボルトを取付ける。 ⑥
画
、 壷囮電
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オートマチツク・トランスミッション

－

1

2

3

リテーナ

雷取付け時の留意点

ダスト・シール

オイル・シール

唾取外し時の留意点

函取付け時の留意点

オイル・シール取外し時の留意点

注意

・工クステンシヨン・ハウジングおよびアウト

プット・シャフトに傷を付けない。

1.SST(49SO19005)を使用して、オイル・シー

ルを取外す。

，

1
、

オイル・シール取付け時の留意点

1.新品のオイル・シールのリップ部にATFを塗布

する。

2.SST(49SO19006)の凸部を使用してオイル・

シールを図のA寸法の位置に取付ける。

A寸法

6．2～6．8mm

ごづア
局

リテーナ取付け時の留意点

1.SST(49SO19006)の凹部を使用して、リテー

ナを図のB寸法の位置に取付ける。

B寸法

0．7～1.3mm

K-25
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オートマチツク・トランスミッション

オイル・クーラ取外し／取付け

注意

●工ルポは、必要時以外取外さないこと。

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.ATFを抜き取る。（参照：オートマチツク・トランスミッション、ATF交換）
3.図に示す手順で取外す。

4.取外しと逆の手順で取付ける。

5.オイル・パイプおよびオイル・ホース取付け後、以下の作業を行う。
(1)ATFを規定量まで注入する。（参照：オートマチック・トランスミッション、ATF交換）
（2）オイル・パイプおよびホースの接続部からATF漏れがないことを点検する。
（3）油圧テストを行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、油圧テスト）
（4）ロード・テストを行う。（参照：オートマチック・トランスミッション、ロード・テスト）

｡～29 ,Z.O～3．C

⑤

｝

7.9～10.7N｡m{80～110kgf･an}

１
１

CI

CC

4.0～5.8N･m伽～60kgf･an｝

一

盾
ホース

、③
①

32～46{3.2～4.7｝

ホース・クランプ

画②

A

ホース・クランプ
面4

N･m{kgf･m}
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1 フレア・ナット

2 オイル・ホース

唾取付け時の留意点

3 オイル・パイプ

4 ラジエータ

5 エルボ

－画取付け時の留意点



オートマチツク・トランスミッション

エルボ取付け時の留意点
1.ATFを新品のOリングに塗布しエルボに取付け

る。

2.エルボの取付け角度が図の様になるようにして、

ナットを締付ける。

締付けトルク

20～29N･m{2.0～3.Okgf･m}

オイル・ホース取付け時の留意点

1.オイル・ホースとラジエータ、オイル・パイプの

ペイント・マークを合わせて、ホースをスプール

端部まで差し込む。

2.ホース・クランプの爪部の取付範囲は、図示の様

になるようにして、ペイント・マーク上に取付け

る。

炮卯。

3.オイル・ホース、ホース・クランプが周囲の補機

類と干渉していないことを確認する｡

ドライブ・プレート取外し／取付け
1．トランスミッションを取外す。（参照：オートマ

チック・トランスミッション、トランスミッショ

ン取外し／取付け）

2.SST(49印111AO)をエンジンにセットする。

3．ドライブ・プレート取付けボルトを図示番号順に

均等に取外す。

裳

4.ドライブ・プレートを取外す。

5．ドライブ・プレートを取付ける。

6.SST(49EO111AO)をエンジンにセットする。

7．ドライブ・プレート取付けボルトを取付け、図示

番号順に2～3回に分けて均等に締付ける。

締付けトルク

97～102N｡m{9.8～10.5kgf･m}

8．トランスミッションを取付ける。（参照：オートマ

チック・トランスミッション、トランスミッショ

ン取外し／取付け）
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シフト・メカニズム

シフト・メカニズム

シフト・ロック点検

1.イグニッション・スイッチをONにする。
2.セレクタ・レバーがPレンジにあることを確認す

る。

3.ブレーキ・ペダルを踏まずにセレクタ捗レバーを
操作した時、Pレンジからセレクトできないこと
を確認する。

4.ブレーキ・ペダルを踏んでいる状態でセレクタ・
レバーを操作した時、Pレンジ以外にセレクトで
きることを点検する。

5.不具合のある場合、Pレンジ・スイッチの導通点
検、シフト・ロック・アクチュエータの電圧、導
通点検を行う。

6.イグニッション・スイッチをOFFにする。

シフト・ロック解除ノブ点検

注意

･エンジンを停止した状態で点検を行う。

1．セレクタ・レバーがPレンジでシフト・ロックさ
れていることを確認する。

2．シフト・ロック解除ノブを矢印方向にスライドさ
せたままセレクタ・レバーを操作した時、Pレン
ジ以外にセレクトできることを点検する。

プ

3.Pレンジ以外にセレクトできない場合、セレク
タ・レバー調整を行う。（参照：シフト．メカニズ
ム、セレクタ・レバー調整）

キー・インターロック点検
1.イグニッション・スイッチをONにする。
2.セレクタ・レバーをRレンジにセレクトする。
3.イグニッション・キーがLOCK位置に回せない

ことを点検する6

4.セレクタ・レバーをPレンジにセレクトする。
5.イグニッション・キーがLOCK位置に回せるこ

とを点検する。

キー。インターロック・ユニット点検
1.イグニッション・スイッチをONにして、各端子

電圧を測定する。

標準値

端子
(一)ﾘーﾄ゙

線接続

A G

C G

G ボデー

K G

0 G

P G

0

P

測定条件

ACC又はイグニッション・ス

イッチONかつPレンジ・スイ ツ

チON後2秒以内

それ以外

Pレンジ・スイッチ、ACCON

イグニッション・スイッチON

それ以外

常時

Pレンジ・スイッチON

Pレンジ・スイッチOFF
●

イグニッション・スイッチON

イグニッション・スイッチOFF

ACCON

ACCOFF

＝

M K I G E C A

N L 』 H F ， B

電圧値

(V)

0

V B

0

V B

0

0

V B

V B

0

V B

0

2．標準値外の場合、ワイヤ・ハーネスおよびキー．
インターロック・ユニットを交換する。

キー・インターロック・ユニット取外し／取
付け

1･バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2．キー・インターロック・ユニットのコネクタを切
離す。

3．キー・インターロック・ユニットを取外す。

⑥
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シフト・メカニズム

4.新品のキー・インターロック・ユニットを取付け
る。

5.キー・インターロック・ユニットのコネクタを接

続する。

6.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

Pレンジ・スイッチ点検
導通点検

1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2.リヤ・コンソールを取外す。

3.スクリュを取外し、インジケータ・パネルを持ち

上げる。

4.Pレンジ・スイッチのコネクタを切離す。

コネクタ

5.Pレンジ・スイッチ側コネクタの導通を点検す
る。

標準

レバー位置
セレクタ・レバー．

プッシュ・ボタン
導通状態

Pレンジ
離した状態

押込んだ状態

導通あり

導通なし

Pレンジ以外 －

導通なし

由

6.標準外の場合、Pレンジ・スイッチを交換する。

7.Pレンジ・スイッチのコネクタを接続する。

8.インジケータ・パネルを取付ける。（参照：シフ

ト・メカニズム、セレクタ・レバー取外し／取付
け、インジケータ・パネル取付け時の留意点）

9.リヤ・コンソールを取付ける。

10.バッテリ（－）ケーブルを接続する。

11．シフト・ロック点検をする。（参照：シフト・メカ

ニズム、シフト・ロック点検）

12.シフト・ロック解除ノブ点検をする。（参照：シフ

ト・メカニズム、シフト・ロック解除ノブ点検){

シフト.､ロック・アクチユエータ点検
1.リヤ・コンソールを取外す。

2.セレクタ・レバー・ノブとインジケータ・パネル

のスクリュを取外す。

ザ侭

注意

・セレクタ・レバー・ノブを引き過ぎて、ホール

ド・スイッチ・ハーネスを損傷させない。

3.セレクタ

ジケータ

4.セレクタ

レバー・ノブ、スリーブ、およびイン

パネルを持ち上げる。

レバーをPレンジにシフトする。

注意

●B－d端子の導通点検は、コネクタを切離して

車両ハーネス側で行う。

コネクタB

コネクタA

K-29
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シフト・メカニズム

アクチユエータ側から見る
5.イグニッション・スイッチをONにし、コネクタ

AおよびBの端子間電圧および導通を点検する。

由
コネクタB コネクタA

標準

6･標準外の場合、ワイヤ・ハーネスおよびシフト．
ロック・アクチュエータを交換する。

7.インジケータ・パネルを取付ける。（参照：シフ
卜・メカニズム、セレクタ・レバー取外し／取付
け、インジケータ・パネル取付け時の留意点）

8．セレクタ・レバー・ノブとスリーブをセレクタ．

レバーに取付ける。（参照：シフト・メカニズム、
セレクタ・レバー取外し／取付け、セレクタ．レ
バー・ノブ取付け時の留意点）

9．セレクタ・レバー・ノブのスクリユにネジ・ロッ
ク剤を塗布し、スクリュを締付ける。

セレクタ・レバー点検
1.セレクタ・レバーが図のようにセレクトできるこ

とを確認する。

’
■

ド1

’｜

’

旬
吟

プッシュ・ボタンを押さずに
セレクト・レバーを動かせる

go
｜

プッシュ・ボタンを押さないと
セレクト・レバーを動かせない

’’

締付けトルク

2.0～2.9N･m{20～30kgf･cm) 2.セレクタ・レバーを各レンジにセレクトしたと

き、レバーが円滑に節度よく操作できることを確
認する。

3.セレクタ・レバーの位置とインジケータ・パネル
の指示位置がずれていないことを確認する。ずれ
ている場合は、調整する。（参照：シフト・メカニ

ズム、セレクタ・レバー取外し／取付け、インジ
ケータ・パネル取付け時の留意点）

4.エンジンを始動して、D、S,Lレンジで車両が
前進し、Rレンジで後退することを確認する。

10･リヤ・コンソールを取付ける。

11．シフト・ロック点検をする。（参照：シフト．メカ
ニズム、シフト・ロック点検）

12．シフト・ロック解除ノブ点検をする。（参照：シフ
ト・メカニズム、シフト・ロック解除ノブ点検）

0
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a C ．

点検端子

コネクタ 端子NQ
(－）リード線接続 測定項目 測定条件 基準値

A a B－d 導通 富時 導通あり
A b B－d 導通 Pレンジでセレクタ・レバー・プッシュ・ボタン存關散蛍時 導通あり
B a ･B-d 電圧 IGスイッチOFF V B
B b B－d 電圧 IGスイッチON V B
B C B－d 電圧 ブレーキ・ペダルを踏まない→踏む 0V→VB
B ． ボデー 導通 富時 導通あり

P

H
R|

N

L
1

1

1



シフト・メカニズム

セレクタ・レバー調整
1.バッテリ（－）ケーブルを切離す。

2，リヤ・コンソールを取外す。

3.セレクタ・レバー・ノブとインジケータ

のスクリュを取外す。

ザ侭

パネル

注意

●セレクタ･レバー・ノブを引き過ぎて、ハーネ

スを損傷させない。

4.セレクタ・レバー・ノブ、スリーブ、およびイン

ジケータ・パネルを持ち上げる。

5.シフト・ロック・アクチュエータ・コネクタを切

離す。

6.セレクタ・レバー・ノブ、スリーブ、およびイン

ジケータ・パネルを取外す。

7.セレクタ・レバーをPレンジにセレクトする。

8.図示のロックナットをゆるめる。

〈一

9.プッシュ・ロッドを軽く押した状態で、ガイド・

ピンとガイド・プレートのすき間を図示のように
調整する。

0.1～1.Onml

0.1～1．0

K

10.ロックナットを締付ける。

締付けトルク

20～28N.m{2.0～2.9kgf･m}

11.セレクタ・レバーをNレンジおよびDレンジにセ

レクトして、ガイド・ピンとガイド・プレートの

すき間が図のようになることを確認する。

0．1～1.0

12.すき間が図示寸法外の場合、セレクタ・レバーを

再調整する。

13.セレクタ・レバーの作動を点検する。

14.セレクタ・レバー・ノブ、スリーブ、およびイン

ジケータ･パネルをセレクタ・レバーにセヅトす

る。

15.シフト・ロック・アクチュエータ・コネクタを接

続する。

16.インジケータ・パネルを取付ける。（参照：シフ

ト・メカニズム、セレクタ・レバー取外し／取付

け、インジケータ・パネル取付け時の留意点）

17.セレクタ・レバー・ノブとスリーブをセレクタ・

レバーに取付ける。（参照：シフト・メカニズム、

セレクタ・レバー取外し／取付け、セレクタ・レ

バー・ノブ取付け時の留意点）

18.セレクタ・レバー・ノブのスクリュにネジ・ロッ

ク剤を塗布し、スクリュを締付ける。

締付けトルク

2.0～2.9N･m{20～30kgf･cm}

19.リヤ・コンソールを取付ける。

20.バッテリ（一）ケーブルを接続する。

21.シフト・ロック解除ノブの作動を点検する。（参

照：シフト・メカニズム、シフト・ロック解除ノ

ブ点検）
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シフト・メカニズム

セレクタ・レバー取外し／取付け
1．バッテリ（一）ケーブルを切離す。
2.図に示す手順で取外す。

3．取外しと逆の手順で取付ける。

4.取付け後、以下の作業を行う。

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

く
く
く

シフト・ロック点検（参照：シフト・メカニズム、シフト・ロック点検）
シフト・ロック解除ノブ点検（参照：シフト・メカニズム、シフト・ロック解除ノブ点検）
キー・インターロック・システム点検（参照：シフト・メカニズム、キー・インターロック点検）

a
」‐ハ11【

翁i歪

錆

てこ舅
暴､ﾐ、

全/Z／芯
~

ク/↓
｡

潮

llp
N･m{kgf．cm}
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1 リヤ・コンソール

2 セレクタ・レバー・ノブ

唾取外し時の留意点

唾取付け時の留意点

3 セレクタ・スリーブ

4 インジケータ・パネル

－画取付け時の留意点

5 シフト・ロック・アクチュエータ・ヨネクダ

6 スナップ・ピン

蔭取付け時の留意点

7 ナット

8 ブラケット

9 セレクタ・レバー

露取付け時の留意点



シフト・メカニズム

セレクタ・レバー・ノブ取外し時の留意点
1.セレクタ・レバー・ノブとインジケータ・パネル

のスクリユを取外す。

インジケータ・パネル取付け時の留意点
1.セレクタ・レバー・ノブ、スリーブ、およびイン

ジケータ・パネルをセレクタ・レバーにセットす
る。

2.インジケータ・パネルのスクリユを仮締めする。

3.スライダにゆるみがないように、インジケータ・

パネルの穴とスライダの穴を合わせる。

4.適当なピンを差し込んで、スライダを固定する。

γ1瓦

スラ注意

・セレクタ・レバー・ノブを引き過ぎて、ハーネ

スを損傷させない。

2.セレクタ・レバー・ノブ、スリーブ、およびイン

ジケータ・パネルを持ち上げる。

3.シフト・ロック・アクチュエータ・コネクタを切

離す。

4.セレクタ・レバー・ノブ、スリーブ、およびイン

ジケータ・パネルを取外す。

5.インジケータ・パネルのスクリュを図示番号順に

締付ける。

締付けトルク

2.0～2.9N･m{20～30kgf･cm}

｡0

セレクタ・レバー取付け時の留意点

1.セレクタ・レバーをNレンジにセレクトする。

2.セレクタ・レバーを取付ける。

Ｐ
Ｒ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

締付けﾄルク

7.9～10.7N.m{80～110kgf･cm}
｡◎

スナップ・ピン取付け時の留意点
1.セレクタ・ロッドをアジヤスト・レバーに取付け

る。

2.ワッシヤを取付け、新品のスナップ・ピンを図の

ように取付ける。

6.ピンを抜き取る。

7.セレクタ・レバーを各レンジにシフトした時、イ

ンジケータがずれていないことを確認する。

8.シフト・ロック解除ノブの作動を点検する。（参

照：シフト・メカニズム、シフト・ロック解除ノ

ブ点検）

セレクタ・レバー・ノブ取付け時の留意点
・セレクタ・レバー・ノブのスクリユにネジ・ロッ

ク剤を塗布し、スクリュを締付ける。

締付けトルク

2.0～2.9N･m{20～30kgf･cm}

3セレクタ・レバーの位置を調整する。（参照：シフ

ト・メカニズム、セレクタ・レバー調整）

33K一



シフト・メカニズム

セレクタ・レバー分解／組付け

注意

。Pレンジ・スイッチおよびアジャスト・レバーのブッシュは必要なければ取外さない。

1.図に示す手順で分解する。

2.分解と逆の手順で組付ける。

11．8～16.6N･m

{120～170kgf･an

1 スペーサ

2 ブーツ

3 Pレンジ・スイッチ

幽

ゞ

4 シフト・ロック・アクチュエータ

5 カム

面組付け時の留意点

6 スピンドル

－画組付け時の留意点

蓬
e_〆

K-34

7

8

9

10

l1

12

13

0～2.9kgf･m}

、

プッシュ・ロッド

プッシュ

ロック・レバー

ロック・ナット

アジヤスト・レバー

ブッシュ

セレクタ・レバー・ブラケット



シフト・メカニズム

スピンドル組付け時の留意点
1.セレクタ・レバーをセレクタ・レバー

トに取付け、スピンドルで固定する。

2.ナットを締付ける。

締付けトルク

11.8～16.6N･m{120～170kgf･cm}

ブラケッ

3.プッシュ・ロッドを軽く押した状態で、ガイド・

ピンとロック・レバーのラップ代が図示寸法に

なっていることを確認する。

0.1～1．0

カム組付け時の留意点

1.カムをプッシュ・ロッドに軽くねじ込む。

参考

・カムをねじ込むとすき間は縮まり、暖めるとす

き間は広がる。

2.セレクタ・レバー・ノブをセレクタ・レバーとノ

ブのスクリュ穴が合うように取付ける。

3.セレクタ・レバー・ノブを取外す。

4.ガイド・ピンとガイド・プレートのすき間が図示

の寸法になるように、カムを回して調整する。

0．1～1.0

5.カムの図示箇所に、純正汎用グリースを塗布す

る。

K－35
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自己診断機能

サービス・コード点検
・サービス・コードは、シリアル通信によりトラン

スミッション・コントロール・モジュール(TC
M)からバワートレイン・コントロール・モ

ジュール(PCM)へ送信されています。但し、
故障内容はトランスミッション・コントロール・

モジュール(TCM)に記憶されます。
（参照：セクションF、ダイアグノシス・システ

ム、サービス・コード点検）

修復後の作業

・トランスミッション・コントロール・モジュール

(TCM)に記憶されているサービス・コードは
以下の手順で消去することができます。したがっ

て、故障修復後は必ず記憶を消去して下さい。

SST(NGS，DT-S1000)使用時
1.故障が修復したら、SSTをダイアグノシス・コ

ネクタに接続する。

2.イグニッション・スイッチをONにする。
3.NGSを使用する場合はシヨウキヨ、DT-S

1000を使用する場合はサービス・コード消去を選
択し、サービス・コードを消去する。

4.故障修復前に表示されたサービス・コードによ
り、以下を実行する。

（1）0705，0706，0715，0720，
0725の場合

・エンジン暖機後、Dレンジ、ホールド・モード
（3速固定）で60km/h以上で約2分間走行
し、5項へ進む。

（2）1771，1772の場合

●エンジンを始動し、2～3回アクセル・ペダル
を踏んでエンジン回転を上げた後、エンジンを
停止し、6項へ進む。

(3)1751，1752，1756，1757の場
今
に．

・エンジン暖機後、Dレンジで走行し、l～4速
までスムーズに変速することを確認し、5項へ
進む。（参照：オートマチック・トランスミッ
ション、ロード･テスト）

（4）1740，1742の場合

・エンジン暖機後、Dレンジで走行し、車速を
徐々 に上げ、ロックアップすることを確認し、
5項へ進む。（参照：オートマチック・トラン
スミッション、ロード・テスト）

5.緩やかなブレーキングで減速し、車両を停止させ
る。

6.再度、サービス・コード点検を行い、サービス

コードが表示されないことを確認する。

SST(ディスク・モニタ）またはサーキット
テスタ使用時

参考

・イグニッション・スイッチON状態でバッテリ
（一）ケーブルを切離した場合、サービス・

コードの記憶は消去されない。サービス・コー

ドの記憶の消去は必ずイグニッション・スイッ
チOFF後、5秒以上経過後に行う。

1.故障が修復したら、バッテリ（一）ケーブルを7

秒以上切離して、サービス・コードを消去する。
2.バッテリ（一）ケーブルを接続し、イグニッショ

ン・スイッチをONにする。

3.故障修復前に表示されたサービス・コードによ
り、以下を実行する。

（1）0705，0706，0715，0720，
0725の場合

・エンジン暖機後､Dレンジ、ホールド・モーF
（3速固定）で60km/h以上で約2分間走行
し、4項へ進む｡

(2)1771，1772の場合

･エンジンを始動し、2～3回アクセル・ペダル

を踏んでエンジン回転を上げた後、エンジンを
停止し、5項へ進む。

(3)1751，1752，1756，1757の場
今
回

・エンジン暖機後、Dレンジで走行し、1～4速
までスムーズに変速することを確認し、4項へ
進む。（参照：オートマチック・トランスミッ
ション、ロード・テスト）

(4)1740，1742の場合

・エンジン暖機後、Dレンジで走行し､車速を
徐々 に上げ、ロックアップすることを確認し、
4項へ進む。（参照：オートマチック・トラン
スミッション、ロード・テスト）

4.緩やかなプレーキングで減速し、車両を停止させ
る。

5.再度、サービス・コード点検を行い、サービス・
コードが表示されないことを確認する。

K－36
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サービス．コード一覧表

K－37

NQ 出力パターン 診断系統

0100 I■■■■

■■■

」、一

函セクションF，ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0110
唾セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0115
露セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0120

一

露セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0134 ’
ー ー

唾セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0325
壷セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0443
露セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0505 ［ⅢIー

唾セクションF，ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

0605
画セクションF，ダイアグノシス

ス・コード点検

システム、サービ

0705
一

■■■

ロ■■ ■■■ ’Ⅲ
■■■

■■■

■■■

■■■ ー

タ

インヒビタ・スイッチ（短絡）

0706
。
－

ﾛ■■

■■■

■■■

ⅢI■■■

●
』

■■■

■■■ IⅢ■■■■

インヒビタ・スイッチ（断線）

0715
ー

■■■

■■■

■■■

ⅢI■■■ ■■■ ■■■

■■■

■ ■ ■ 、一

パルス・ジェネレータ

0720
一

■■■

ー

■■■

Ⅲ■■■ ■■■Iﾛ■■

■■■

ー

レボリューション・センサ

0725
－

ー ■■■

■■■ ■■■I■■■ ■■■ I、ー

エンジン回転信号

1170 Ⅲ■ ■ ■

■■■

一

面セクションF，ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

1345 ’川
■■■

ⅢI■■■■

唾セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

1523
壷セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

1601
面セクションF、ダイアグノシス・システム、サーピ

ス・コード点検 ｡

1608
壷セクションF、ダイアグノシス〆システム、サービ

ス・コード点検

1631
■■■■

■■■ロ

ロ■■ ■U■■

■■■

■■■ⅢI■■■

■■■

■■■

壷セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

1633
■■■■

■ﾛ■■

■■■ ■■■

■■■

I■■■ ’’
■
Ｉ

■
‐
‐
‐
Ｉ

■ ■ ■

■■■

■■■ I■■■

■■■

Iー

壷セクションF、ダイアグノシス・システム、サーピ

ス・コード点検
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K -38

NQ 出力パターン
診断系統

1634 Ⅲ
’

ー
■■■

■■■■ ー I■■■■

画セクションF，ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

1740

ー

■■■

一

I■■■

I’Ⅲ■■■

■■■

■■■ Ⅲー

ﾛ■■

ー

ロックアップ・ソレノイド・バルブ（断線）

1742

■■■■

■■■

■■■

■■■

I■■■

■■■

II■■■

■■■

■■■Iー

ロックアップ・ソレノイド・バルブ（短絡）

1751

－

■■■

■■■

■■■

’ﾛ■■

■■■

■■■■■

ﾛ■■

■■■ 一

シフト ●
● ソレノイドNnl(断線）

1752
q■■■

l■■ ■■■

ー II■■■

■■■

IIﾛ■■

■■■

■■■ ー

シフト・ソレノイドNql(短絡）

1756
I■■■

＝

■■■

一

II■■■

■■■

’
■■■

』
』
ⅢⅢ■■■■

シフト・ソレノイドNa2(断線）

1757
■■I■■

■■■

■I■■

■■■

P■ I■■■

■■■

■■■ I
■■■

Ⅱ■■■■■ ’I一

シフト・ソレノイドNq2(短絡）

1771

■■■■

■■

■■■

■■■

II■■■

Ⅱ■■

■■■ ■■■ ー

スロットル・ポジション・センサ（断線）

1772

｡■■■

■■■

■■■

■■■

一

ﾛ■■

■■■ IⅢ■■■ ﾛ■■I一

スロットル・ポジション・センサ（短絡）
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サービス・コード別点検

K-39

サービス・コード番号
0705

0706

インヒピタ・スイッチ（短絡）

インヒピタ・スイッチ（断線）

検出条件

インヒビタ・スイッチ短絡

・インヒビタ・スイッチから複数のレンジ信号が、一定時間以上連続でトランスミッション・コント

ロール・モジュール(TCM)に入力された場合。

インヒビタ・スイッチ断線

● 車速（レボリューション・センサ）が設定値以上の時、インヒビタ・スイッチからの信号が一定時

間以上連続でトランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)に入力されない場合。

考えられる原因

● インヒビタ・スイッチの不良

●インヒビタ・スイッチ～トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)間のハーネ

●

ス、コネクタの断線または短絡

トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)の不良

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 インヒビタ・スイッチとトランスミッション．

コントロール・モジュール(TCM)のコネク

タ、ピンの接続状態、かん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ7に進む

2 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)の端子電圧値は正常か

● トランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)のA、B、C、D，F端

子の電圧を測定する。

唾オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミッシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

Yes

No

ステップ7に進む

次のステップに進む

3 インヒビタ・スイッチ～トランスミッション．

コントロール・モジュール(TCM)間のハー

ネスの導通は正常か

・バッテリ（一）ケーブルを切離す

・インヒビタ・スイッチとトランスミッシヨ

●

ン・コントロール・モジュール(TCM)の

コネクタを切離す

インヒビタ・スイッチの端子とトランスミッ

ション．コントロール・モジュール(TC

M)の端子間の導通を点検する

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ7に進む

4 インヒビタ・スイッチの端子間の導通は正常か

・バッテリ（－）ケーブルを切離す

●
●

インヒビタ・スイッチのコネクタを切離す

インヒビタ・スイッチの端子間の導通を点検

する

g雪オートマチツク・トランスミッション、イン

ヒビタ・スイッチ点検

Yes

No

次のステップに進む

インヒビタ・スイッチを交換する

作業後ステップ7に進む

蔭オートマチツク・トランスミッション、インヒビタ

スイッチ取外し／取付け
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割り’

p

K-40

ｽﾃｯﾌ゚ 点桧
処置

5 インヒピタ・スイツチーメータ・フューズの端
子間の導通は正常か

● バッテリ（－）ケーブルを切離す

●インヒビタ・スイッチとメータ・フューズの
端子を切離す

●インヒビタ・スイッチ～メータ

の導通を点検する

フユーズ間

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ7に進む

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス

ド番号は出力されるか

・ヨー．

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良
●

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに准む
7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番
号は出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号0715 パルス・ジェネレータ
◆

検出条件

‐必I､Ifﾉ1天四乗1丁宋1千(aNU栄件ノ

いるにもかかわらず、パルス

ジュール(TCM)

続した場合。

〔検出実行条件〕

●，

で走行中にレボリューション・センサからの信号が入力されて

･ジェネレータからの信号がトランスミッション． コントロール・モ

に入力されない状態が車速に対する設定時間（例：約20km/hの時、約40秒）継

S、Lいずれかのレンジ信号が、

●1，2，3速時（4速時以外）
●

設定時間以上かつ単独入力されている

車速（パルス・ジェネレータ）が、設定値以上
●各ソレノイド・パルプ正常時
● エンジン回転数が設定値以上

考えられる原因

q■〃、ノレハo

●

●
●

パルス

ンエ不レーダの小艮

･ジェネレータ～トランスミッション

ス、コネクタの断線または短絡

トランスミッション．

コントロール・モジュール(TCM)間のハーネ

コントロール・モジュール(TCM)の不良

○/Dクラッチ、ワンウエイ・クラッチNo.0の滑り
ｽﾃｯﾌ゚ 点検

処置
1 O/Dクラッチ、ワンウェイ・クラッチNo.0の

作動は正常か

・ストール・テストを行い、O/Dクラッチ、

ワンウェイ・クラッチNo.0の滑りを点検する

露オートマチツク・トランスミツシヨン､油序
テスト

Yes

No

次のステップに進む

トランスミッションを交換する寺

作業後ステップ7に進む

2 パルス・ジェネレータとトランスミッション．

コントロール・モジュール(TCM)のコネク
タ、ピンの接続状態、かん合状態はF常か

Yes

NO

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ7に進む
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－

－－

－

－

K-41

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

3 トランスミッション・コントロール・モジユー

ル(TCM)端子電圧値は正常か

● 卜ラ ンスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)のW、Z端子の電圧を測

定する

圃雪オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

Yes

No

ステップ7に進む

次のステップに進む

4 パルス・ジェネレータ～トランスミッション．

コントロール・モジュール(TCM)間のハー

ネスの導通は正常か

●
●

●

バッテリ（－）ケーブルを切離す

パルス・ジェネレータとトランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)の

コネクタを切離す

パルス・ジェネレータの端子とトランスミッ

シヨン・コントロ 一 ル．モジュール(TC

M)の端子間の導通を点検する

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ7に進む

5 パルス・ジェネレータの抵抗値は正常か

●
●
●

バッテリ（一）ケーブルを切離す

パルス・ジェネレータ・コネクタを切離す

パルス・ジェネレータの抵抗値を測定する

雷オートマチツク・トランスミッション、バル

ス・ジェネレータ点検

Yes

No

次のステップに進む

パルス・ジェネレータを交換する

作業後ステップ7に進む

露オートマチック・トランスミッション、パルス・ジ

ネレータ取外し／取付け

エ

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス・コー

ド番号は出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番

号は出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号0720 レボリューション・センサ

検出条件

●以下の検出実行条件(AND条件）で走行中に、パルス・ジェネレータからの信号が入力されてい

るにもかかわらずレボリューション・センサからの信号がトランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)に入力されない状態が車速に対する設定時間(3速60km/hの時、約75秒）継続

した場合

〔検出実行条件〕

●
●
●

D，S，Lいずれかのレンジ信号が、設定時間以上かつ単独入力されている

1，2，3速時（4速時以外）

車速（レボリューション．センサ）が_≦詔宗値以ト
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I

考えられる原因

ワレ卒ソユーンヨン，センサの不良

●

●
●
●

レボリューション・センサ～トランスミッション．

ネス、コネクタの断線または短絡
トランスミッション．

コントロール．モジュール(TCM)間のハー

コントロール・モジュール(TCM)の不良

O/Dクラッチ、フォワード．クラッチ、ダイレクト．クラッチの滑り

O/Dクラッチ、セカンド．コースト．ブレーキ、セカンド．ブレーキ、ファーストアンドリ
バー ス ｡ブレーキの滑り

●ワンウェイ・クラ､ソチNo_ONnlNnヮ〃､狸,，

ｽﾃｯﾌ゚ 点桧
処置

1 各クラッチ、各ブレーキの作動は正常か
● ストール・テストを行い、各クラッチ及び各
ブレーキの滑りを点検する

蔭オートマチック

テスト

トランスミッション、油圧

Yes

No

次のステップに進む

トランスミッションを交換する

作業後ステップ7に進む

2 レボリューション・センサとトランスミッショ
ン・コントロール ･モジュール(TCM)の．

ネクタ、ピンの接続状態、かん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ7に進む
3 トランスミッション。 コントロール・モジュー

ル(TCM)端子電圧値は正常か
● トランスミッション ・コントロール・モ

ジュール(TCM)のAF、AE端子の電圧
を測定する

g雪オートマチック・トランスミッション、トラ
ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

Yes

No

ステップ7に進む

次のステップに進む

4 レボリューション ･センサートランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)間の
ハーネスの導通は正常か

●
●

●

バッテリ（一）ケーブルを切離す ◆
●

レボリューション・センサとトランスミ ツ

シヨン．コントロール・モジュール(TC
M)のコネクタを切離す

レボリューショ ン・センサの端子とトランス

ミッション・コントロール・モジュール(T
CM)の端子間の導通を点締寸畠

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ7に進む

5 レボリューション

●
●

●

･センサの抵抗値は正常か

バッテリ（一）ケーブルを切離す
レボリューション

す

レボリューション

る

･センサのコネクタを切離

･センサの抵抗値を測定す

壷オートマチック・トランスミッション、レポ
リユーション・センサ点桧

Yes

No

次のステップに進む

レボリューション・センサを交換する

作業後ステップ7に進む

雷オートマチック・トランスミッション、レボリュー

シヨン・センサ取外し／取付け

6 サービス コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス．コー

ド番号は出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

一時的なクラッチの滑り

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
7 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番

号は出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号0725 エンジン回転信号

検出条件 スロットル・ポジション・センサ正常時かつ設定車速以上の時、エンジン回転異常低を連続でトランス

ミッション・コントロール・モジュール(TCM)が検出した場合。

考えられる原因

●パワートレイン・コントロール・モジュール(PCM)～トランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)間のハーネス、コネクタの断線または短絡

●パワートレイン・コントロール・モジュール(PCM)の不良
● トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)の不良

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)とバワートレイン・コントロー

ル・モジュール(PCM)のコネクタ、ピンの

接続状態、かん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

2 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)の端子電圧値は正常か
● 卜ラ ンスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)のAG端子の電圧を測定
する

雷オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

Yes

No

ステップ6に進む

次のステップに進む

3 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)～バワートレイン・コントロー

ル・モジュール(PCM)間のハーネスの導涌

は正常か

●
●

●

バッテリ（一）ケーブルを切離す

トランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)とバワートレイン・コン

トロール・モジュール(PCM)のコネクタ

を切離す

トランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)の端子とバワートレイ

ン・コントロール・モジュール(PCM)の

端子間の導通を点検する

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

4 NGSを使用して、PIDを点検する

PIDは正常か

壷セクションF、制御装置系統、パワートレイ

ン．コントロール・モジュール(PCM)点

検

Yes

No

次のステップに進む

バワートレイン・コントロール・モジュール(PCM)

を点検する

露セクションF、制御装置系統、バワートレイン・コン

トロール・モジュール(PCM)点検．
5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス・コー

ド番号が出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに濃む

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番

号が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了
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サービス・コード番号
1740

1742

Hツンノ"ツゾ・ソレノイド･パルプ（断緑）

ロックアップ・ソレノイド・パルプ（捕絡）

検出条件

ｰンンノン／・ソレノィト・ハルフ勵腺．．

● ロックアップ・ソレノイド バルブへの出力信号がON状態にもかかわらず、 トランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)の該当端子電圧が0V(OFF)の場合。
ロックアップ・ソレノイド・パルプ短絡
●

ロックアップ・ソレノイド・バルブへの出力信号がOFF状態にもかかわらず、トランスミッショ
ン・コントロール・モジュール(TCM)の誠当娯ヱ雷犀売翫7－r、,、T，，,､4昼へ

考えられる原因

マーッンノッノ・ソレノィド・ハルフ～トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)
間のハーネス、コネクタの断線または短絡

●
●

トランスミッション.． コントロール・モジュール(TCM)内のトランジスタの断線または短絡
ロツクアツプ・ソレノイド・バルブの断線または短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点桧
処置

1 ロックアップ・ソレノイド・バルブとトランス

ミッション・コントロール・モジュール(TC

M)のコネクタ、ピンの接続状態、かん合状態
は正常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

2 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)の端子電圧値は正常か
● トラ ンスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)のAO端子の電圧を測定
する

壷オートマチック トランスミッション、トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール
(TCM)点検

Yes

No

ステップ6に進む

次のステップに進む

3 ロックアップ・ソレノイド・バルブ～トランス

ミッション・コントロール・モジュール(TC
M)間のハーネスの導通は正常か

●
●
バッテリ（－）ケーブルを切離す

ソレノイド・コネクタとトランスミッショ
ン コントロール・モジュール(TCM)の
コネクタを切離す

●･ロックアップ・ソレノイド・パルプの端子と
トランスミッション

ジュール

る

・コントロール・モ

(TCM)の端子間の導通を点検す

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

4 ロックアップ・ソレノイド・パルプの抵抗値は
正常か

●
●
●

バッテリ（－）ケーブルを切離す

ソレノイド・コネクタを切離す

ソレノイド・コネクタ側の端子の抵抗値を点
検する

壷オートマチツク・トランスミッション、ソレ
ノイド・パルプ点検

Yes

No

次のステップに進む

ロックアップ・ソレノイド・バルブを交換する

作業後ステップ6に進む

＝オートマチック・トランスミッション、ソレノイド
パルプ取外し／取付け

5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス．コー

ド番号が出力されるか

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良
不具合原因を究明する

佳業後、次のステップに進む
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番

号が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス コード番号
1751

1752

シフト・ソレノイドNQ1(断線）

シフト・ソレノイドNal(短絡）

検出条件

シフト・ソレノイドNQl断線

● シフト・ソレノイドNQ1への出力信号がON状態にもかかわらず、トランスミッション.コント

ロール・モジュール(TCM)の該当端子電圧がOV(OFF)の場合。

シフト・ソレノイドNal短絡

● シフト・ソレノイドNalへの出力信号がOFF状態にもかかわらず、トランスミッション・コント

ロール・モジュール(TCM)の該当端子電圧がVR(ON)の場合。

考えられる原因

●

●
●

シフト・ソレノイド肋1～トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)間のハーネ

ス、コネクタの断線または短絡

シフト・ソレノイドNnlの断線または短絡

トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)内のトランジスタの断線主たは楠總

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 シフト・ソレノイドNqlとトランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)の．

ネクタ、ピンの接続状態、かん合状態は正常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

2 トランスミッション・コントロ 一
● ル・モジュー

ル(TCM)の端子電圧値は正常か
● トランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)のAQ端子の電圧を測定

する

唾オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

Yes

No

ステップ6に準む

次のステップに進む

3 シフト・ソレノイドNal～トランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)間の

ハーネスの導通は正常か

●
●

●

バッテリ（一）ケーブルを切離す

ソレノイド・コネクタとトランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)の

コネクタを切離す

シフト・ソレノイドNalの端子とトランス

ミッション・コントロール・モジュール(T

CM)の端子間の導通を点検する

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

4 シフト・ソレノイドNnlの抵拘直は正常か

●
●
●

バッテリ（－）ケーブルを切離す

ソレノイド・コネクタを切離す

ソレノイド・コネクタ側の端子の抵抗値を点

検する

露オートマチツク・トランスミッション、ソレ

ノイド・バルブ点検

Yes

No

次のステップに進む

シフト・ソレノイドNalを交換する

作業後ステップ6に進む

蔭オートマチツク・トランスミッション、ソレノイド

バルブ取外し／取付け
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ｽﾃｯﾌ゚ 点桧
処置

5 サービス コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス．
ド番号が出力されるか

コー

Yes

No

ステップ1に進む

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
6 サービス コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番
号が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号
６
７
５
５
７
７
１
１

シシF・ソレノイトNQZ(勧源ノ

シフト・ソレノイ.ドNQ2(短絡）

検出条件

一／1℃ ソレ／イトNQ盈町緑

●シフト・ソレノイドNQ2への出力信号がON状態にもかかわらず、トランスミッション・コント
ロール・モジュール(TCM)の該当端子電圧がOV(OFF)の場合。

シフト・ソレノイドNQ2短絡

●シフト・ソレノイドNq2への出力信号がOFF状態にもかかわらず、トランスミッション・コント
ロール・モジュール(TCM)の該当蝶辛雷犀舗v・面ィnlw1′ｧ､娼今

考えられる原因

‐シ／r・ソレノィトNQz～トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)間のハーネ
ス、コネクタの断線または短絡

●
●

シフト ソレノイドNQ2の断線または短絡
トランスミッション． コントロール・モジュール(TCM)内のトランジスタの断鵜主九吐輻組

ｽﾃｯﾌ゚ 点桧
処置

1 シフト・ソレノイドNQ2とトランスミツショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)のコ

ネクタ、ピンの接続状態、かん合状態はF常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む
2 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)の端子電圧値は正常か
● トランスミッション． コントロール・モ

ジュール(TCM)のAN端子の電圧を測定
する

壷オートマチック・トランスミッション、トラ
ンスミツシヨン・コントロール・モジュール
(TCM)点検

Yes

No

ステップ6に進む

次のステップに進む

3 シフト・ソレノイド恥2～トランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)間の
ハーネスの導通は正常か

●
●

●

バッテリ（－）ケーブルを切離す

ソレノイド・コネクタとトランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)の
コネクタを切離す

シフト ･ソレノイドNQ2の端子とトランス

ミッション・コントロール・モジュール(T
C_Mlの端子間の導通を点検する

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

4 シフト・ソレノイドNq2の抵抗値は正常か

●
●
●

バッテリ（－）ケーブルを切離す

ソレノイド・コネクタを切離す

ソレノイド・コネクタ側の端子の抵抗値を点

検する

唾オートマチツク・トランスミッション、ソレ

ノイド・バルブ点検

Yes

No

次のステップに進む

シフト・ソレノイドNO2を交換する

作業後ステップ6に進む

唾オートマチック・トランスミッション、ソレノイド

パルプ取外し／取付け

5 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス・コー

ド番号が出力されるか

Yes

No

ステップlに進む

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む

6 サービス・コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番

号が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了

サービス・コード番号
1771

1772

スロットル・ポジション・センサ.(断線）

スロットル・ポジション・センサ（短絡）

検出条件

スロットル・ポジション・センサ断線

● エンジン回転時、スロットル・ポジション・センサ電圧(VTH)異常高をトランスミッション.

コントロール・モジュール(TCM)が一定時間以上連続で検出した場合。

スロットル・ポジション・センサ短絡

● エンジン回転時、スロットル・ポジション・センサ電圧(VTH)異常低をトランスミッション．

コントロール・モジュール(TCM)が一定時間以上連続で検出した場合。

考えられる原因

・スロットル・ポジション・センサの不良

●バワートレイン・コントロール・モジュール(PCM)の不良

●スロットル・ポジション・センサ～バワートレイン・コントロール・モジュール(PCM)間の
｡

ハーネスコネクタの断線または短絡

●スロットル・ポジション・センサ～トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)E

のハーネス、コネクタの断線または短絡

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 サービス・コード番号0120が表示されるか

暦セクションF、ダイアグノシス・システム、

サービス・コード点検

Yes

No

サービス．コード番号0120のサービス・コード別点検を

参照してトラブルシューティングを行う

瘤セクションF、ダイアグノシス・システム、サービ

ス・コード点検

次のステップに進む

2 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)とスロットル・ポジション・セン

サのコネクタ、ピンの接続状態、かん合状態は

正常か

Yes

No

次のステップに進む

コネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

Fq

①

3 トランスミッション・コントロール・モジユー

ル(TCM)の端子電圧値は正常か

・トランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)のR、U端子の電圧を測

定する

面オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TcM)点検

Yes

No

ステップ6に進む

次のステップに進む



自己診断機能

識

割、

通

K-48

ｽﾃｯﾌ゚ 点桧
処置

4 スロットル・ポジション・センサ～トランス

ミッション・コントロール・モジュール(TC

M)間のハーネスの導通は正常か

●
●

●

バッテリ（－）ケーブルを切離す

スロットル・ポジション・センサとトランス

ミッション・コントロール・モジュール(T

CM)のコネクタを切離す

スロットル・ポジション

ランスミッション。

･センサの端子と卜

コントロール・モジュー

ル(TCM)の端子間の遵涌右･占締寸呂

Yes

No

次のステップに進む

ハーネスおよびコネクタを修理、交換する

作業後ステップ6に進む

5 サービス ･コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、同じサービス
ド番号が出力されるか

。F7．－

Yes

No

ステップlに進む

ハーネスおよびコネクタの一時的な接触不良

不具合原因を究明する

作業後、次のステップに進む
6 サービス コード番号をメモリから消去する

修復後の作業を行った後、サービス・コード番
号が出力されるか

Yes

No

該当するサービス・コード番号の点検手順に進む

修理完了



ﾄラブルシューティング

トラブルシューティング

始めに

●セクションGIを参照し、トラブルシューティングの基本的な進め方を確認して下さい。

基本点検

●不具合現象別の故障診断に取り掛かる前に、あらかじめ以下の点検を行ってください。

ｽﾃｯﾌ゚

1

2

3

4

5

6

7

点検

イグニッション・スイッチをONにする

ホールド・スイッチを押している時／押してい

ない時､ホールド・インジケータ・ライトはス

イッチと同期して点灯／消灯するか

サービス・コード点検を行う

函 自己診断機能、サービス・コード点検

サービス・コードが表示されているか

イグニッション・スイッチをONにする

セレクタ・レバーを移動させた時、セレクタ

インジケータはレバー位置と同期したポジショ

ンを表示するか

またはアイドル時N、Pレンジから他のレンジ

へセレクトした時、1～2秒内でクリープが発
■ ｡

生するか

エンジンのアイドル回転数と点火時期は標準値

か

ATFの色、においを点検する

面オートマチツク・トランスミッション、AT

F点検、ATF状態点検

色、においは正常か

ライン圧テストを行う

壷オートマチツク・トランスミッション、油圧

テスト、ライン圧テスト

ライン圧は正常か

ストール・テストを行う

画オートマチツク・トランスミッション、油圧

テスト、ストール・テスト

ストール回転数は正常か

処 置

Yes 次のステップに進む

No ｢No.26ホールド・スイッチを押している時ホールド．イ

ンジケータ・ライトが点灯しない」

｢No.27ホールド・スイッチを押していない時ホールド

インジケータ・ライトが点灯する」に従って故障診断を

行う

Yes 該当するサービス・コード別点検を行う

露自己診断機能、サービス・コード別点検

No 次のステップに進む

Yes 次のステップに進む

No セレクタ・レバーを点検し、不具合箇所を修理または交

換する

面シフト・メカニズム、セレクタ・レバー点検

Yes 次のステップに進む

No エンジン調整を行う

唾セクションF、エンジン調整

Yes 次のステップに進む

No 不具合箇所を修理または交換する

Yes 次のステップに進む

No 不具合箇所を修理または交換する

Yes 不具合現象別故障診断を行う

No 不具合箇所を修理または交換する

K-49
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不具合現象一覧表
No. 不具合現象 詳細
1 D、S、L、Rレンジで車が走らない アクセル・ペダルを踏んでいるのに童が動か左ぃ

2 Nレンジで車が動く Nレンジでクリープがある。

Nレンジでブレーキを踏んでいないと童が准んで1,主う

Fレンジなのに、下り坂で車が下がってしまい、タイヤがロック

3 Pレンジで車が動く、またはPレンジ以外
でパーキング． ギヤが外れない

しない。

pレンジ以外で、タイヤがロック状態となり、D、S L，Rし

ンジではアクセルを踏んでもエンジンがス トール状態で発進でき
ない。

4 クリープカが大きい アクセル・ペダルを踏まないのに、D、S、 LとRレンジで車が

加速していく。

5 クリープカが全くない アイドル時、平坦路において、走行レンジにセレクトしても、車
が動かない。

6 最高速が低い、 加速が悪い 発進時の加速が悪い。

走行中、アクセルを踏んでも加速が遅い‐

7
‐

変速しない
弟l速→第2速、第2速→第3速、第3速→O/Dの変速をしな

いで、変速段が固定された状態になる。

変速したり、しなかったりする。

加速して車速が上がっても、第3速→O/Dのシフト・アップを
8 O/Dに変速しない しない。

Dレンジの車速60m/l'以上でアクセルか
● ら足を放してもO/Dに

ならない。
9 異常変速

走行ハターンにないような変凍券する、

10 頻繁に変速する nULDモード以外のD、S、Lレンジで、アクセルを少し踏ん
だだけで、すぐシフト・ダウンしてし主弓一

目勤変速愚図に対して変速点がかなりずれてしまう。

11 変速点が高い、または低い 加速しても、なかなか変速しない。

アクセルを踏込んでも、すぐ変速してエンジンが充分回転しな
●①

い
。

12 ロックアップしない
ロツクアツフ領域になってもロックアップしない‐

13 キックダウンしない キツクタワン車速内で、アクセルをいつぱいに踏込んでもキック
ダウン（シフト・ダウン）しない‐

14 シフト・アップ、シフト・ダウンでエンジ

ンが空吹きする、または滑る

ノクセルを婿込んでも加速していき、シフト・アップする時にエ
ンジン回転が吹上がってしまう。
定常走行時、 アクセルを踏込んでキックダウンする時にエンジン
回転が急激に吹き上がる。

15 加速時滑る、またはエンジンが吹き上が
発煙時、アクセルを踏込んだ時、エンジン回転は上がるが車速が
上がらない。

る◎

走行中、加速しようとしてアクセルを踏込んでも、 エンジン回転

のみ上がり車速が上がらない。
16 ロックアップする時、ジヤダが発生する ロツクアツフ蹄結時にガクガクと車体が振動する‐

17 N→DまたはN→Rレンジにセレクトした

時のショックが大きい
エンンン・アイドリング状態で、NレンジからDレンジまたは、
Rレンジにセレクトした時に、強いショ､ソク穿威1.3塁

18 シフト・アップ時、シフト・ダウン時の
ショックが大きい

ノクセルを贈込んで加速していく時、シフト・アップする時の変

速ショックが大きい。または定常走行時、アクセルを踏込んで、
シフト・ダウンする時の変速ショックが大きい‐

19 ロツクアツプ時のショックが大黄ぃ
ロツクアツフ締結時に‐輪いショ､ソケ左威12ス

K-SO
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20

21

22

23

24

25

26

27

ﾄラブルシューティング

不具合現象

車両停止状態でアイドリング時の騒音が大

きい

R、D、S、Lレンジでアイドリング時の

騒音が大きい

HOLDモードでエンジン・ブレーキが作

動しない

変速機がオーバーヒートする

NレンジからR，D、S、Lレンジにセレ

クトした時、エンストする

走行状態から車両停止寸前にエンストする

ホールド・スイッチを押している時ホール

ド・インジケータ・ライトが点灯しない

ホールド・スイッチを押していない時ホー

ルド・インジケータ・ライトが点灯する

詳 細

P～Lレンジで、アイドル回転の状態で、トランスミッション力ユ

ら異音が発生する。

走行レンジでのみ、アイドリング回転でトランスミッションから

異音が発生する。

中高速で走行中、アクセルを放した時、エンジン回転がアイドリ

ング状態となり、車が空走してしまう。または、Lレンジで低速

時に、アクセルを放しても車が空走してしまう。

変速機からこげ臭い匂いがする。

または、変速機からけむりが出る。

エンジン・アイドリング状態で、NレンジまたはPレンジから走

行レンジにセレクトした時、すぐにエンジンが止まってしまう。

走行中、ブレーキを踏んで停止する時、車が停止するのと同時に

エンジンが止まってしまう。

イグニッション・スイッチON状態でホールド・スイッチをON

にしてもインバネ内のホールド・インジケータ・ライトが点灯し

ない

イグニッション・スイッチON状態でホールド・スイッチがOF

Fにもかかわらず、インパネ内のホールド・インジケータ・ライ

ﾄが点灯する
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故障診断一覧表

割0

i
ひ
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1 D、S，し，Rレンジで卓が走らない ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○
2 Nレンジで卓が動く ○ ○ ○ ○ ○ ○①

3 Pレンジで卓が動く、またはPレンジ以外でパーキング．ギヤが外れない ○ ○
4 クリープカが大きい

○○
5 ク リープカが全 く な い ．

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 最尚速が低い、加速が悪い

○○ q○○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○
7 変速しない

○○ q○○'○ １
０ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

8 O／Dに変速しない
○ ○ ○ ○ Q○○'○○ ○ １

９ ○ ○○ ○ ○ ○ ○
､9 拠常変速

○ ○ ○○○‘○ ■
■
■ ○○ ○ ○ ○ ○

10 頻繁に変速する
○ ○ ○○○‘○ 今

■
■
▼
■

○○○ ○ ○ ○
11 変速点が闘い、または低い

○○O○ ■
０
０ ○

12 ロックアップしない
○○ ○ ○○○‘○○ ○

一
■
■
且

○ ○ ○ ○
13 キックダウンしない

○○ I

■■

●
■
■
▲

14 シフト・アップ、シフト・ダウンでエンジンが空吹きする、または滑る ○ ○ ○ ○ ○○○○ ○‘○ ○○ ○ ○ ○
15 加速時滑る、またはエンジンが吹き上がる ○ ○ ○ ○ ○○○'○ ○'○ ○○○ ○ ○
16 ロックアップする時、ジヤダが発生する

○ ○ ○○○i○
■
ｑ
《
■
■
凸

○ ○○ ○
17 N→DまたはN→Rレンジにセレクトした時のショックが大きい ○ ○ ○

』
０

一
Ｉ ○'○○○ ○ ○○ ○ ○○

18 シフト・アップ時、シフト・ダウン時のショックが大きい ○ ○ ○○○‘○ ○C○○ ○ ○ ○
19 ロックアップ時のショックが大きい

○○○!○
Ｄ
Ｄ
Ｕ ○ ○○

20 屯両停止状態でアイドリング時の騒音が大きい ０
１

Ｕ
Ｑ
Ｉ

０
０
６ ○ ○

21 R、D、S，Lレンジでアイドリング時の遜音が大きい ○ ○
８
１

８
１

１
０ ○ ○

22 HOLDモードでエンジン・ブレーキが作動しない ○ ○
０
０○ ○'○○ ○○'○○ ○

23 変速樋がオーバーヒートする
○ ○ ○

24 NレンジからR、D、S、Lレンジにセレクトした時．エンストする
○ ○25 走行状懇から車両停止寸前にエンストする ●

■
■
“ ○ ○

26 f鍬ド.ｽｲｯﾁを押している時ﾎーﾙド･ｲﾝジｹーﾀ･ﾗｲﾄが点灯 ９
１

０
１ ○ ○ ０

０

27 ホールド
灯する

･スイッチを押していない時ホールド・インジケータ。 ライトが点 ０
１
１

０
１
Ｉ

○ ○
０
１
１

No.

項 目

ライン圧テスト ０
１
二

■
■
一
■
■
》
凸

■
●
■
■
Ｕ
▲

一
■
■
▲
■
■
凸

ストール・テスト 西
８

－
０

》
９

》
０

タイムラグ・テスト ０
▲
０

８
■
０

■
０
■

８
．
０

サービス・コード点検
○○!○○

0

○
0

q ○○ ○



トラブルシューティング

不具合現象別故障診断

K-SS

1 U，己、L，Rレンジで車が走らない

考え万

基本的にAT本体の不具合が考えられる。（トランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)が不具合でも走行
可能なため）ただし、本体の不具合を引き起こした原因としてセンサ系や出力系の不具合が考えられるため、再発防止と
して確認が必要である。

(1)クラッチの焼け、滑り

全レンジ:O/Dクラッチ、ワンウェイ・クラッチNnO

前進レンジのみ：フォワード・クラッチ､ワンウエイ・クラッチ恥2

Rレンジのみ：ダイレクト・クラッチ、リバース・クラッチ

①ライン圧の低下 ■

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●スロットル ・ ポ ジ シ ョ ン ・ センサ●パルス・ジェネレータ
● レボリューション・センサ

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）

●
●

●センサ・アース

シフト・ソレノイドNnl● シフト・ソレノイドNn2

ボデー・アース

④スロットル・ケーブルの調整不良
0 ・

⑤コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）

⑥トルク発生不足（変速段、変速制御、エンジン系が正常な場合は可能性あり）
● トルク・コンバータ系の不具合（作動不良、固着)oATF不足、不良

(2)パーキング機構の誤作動

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 平坦路でイグニッション・スイッチをOFFに

する

車を押したとき、車は動くか(Pレンジ以外、

ブレーキ解除時）

Yes

No

次のステップに進む

Pレンジ・テストを行う

画オートマチック・トランスミッション、ロード・テス

ﾄ、Pレンジ・テスト

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交

換する

2 イグニッション・スイッチをONにする

以下のトランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)端子電圧を点検する

雷オートマチック・トランスミッション、トラ

●
●

ンスミッシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

シフト・ソレノイドNal

シフト・ソレノイドNq2

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・バルブが固着していないか確認する

蔭オートマチック・トランスミッション、ソレノイド

バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交

換する
■
毎

ソレノイド・バルブ用のボデー・アースの状態を確認す

る

不具合箇所を修理または交換する
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2 Nレンジで星邑か副く

っ弓凡々

基本的にAT本体の不具合が考えられる。ただし、本体の不具合を引き起こした原因としてセンサ系や出力系の不具合が
考えられるため、再発防止として確認が必要である。
(1)クラッチ焼き付き

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●スロットル・ポジション・センサ
● レボリューション・センサ

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）
● シフト ●

。 ソレノイド恥1

●ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合 (作動不良、固着）

● パルス・ジェネレータ

●センサ・アース

● シフト・ソレノイドNq2

(2)セレクタ・レバー位置ずれ（セレクタ・インジケータ・ライトはNレンジを表示していても油圧系はD、Rレンジに
なっている）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 イグニッション・スイッチをONにする

Nレンジ内でセレクタ・レバーを微移動しても
クリープカは発生するか

Yes

No

トランスミッションを交換する

セレクタ・レバーを調整する

唾シフト・メカニズム、セレクタ・レバー調整

S 『レンン喀旱刀､異U、、またほFレンジ以外でバーキング・竿ヤ方〈軋力か1.、

言へノコ

(1)パーキング機構の不具合（異音やショ ツクに影響がでる可能性がある）

(2)セレクタ・レバーの調整不良(Pレンジで走行する場合に限る）
(3)Nレンジでも車両が動く場合は_｢Nn2Nレシザ･7号宙恭計で ’た鐸呉

4 ソソージ幻刀､人書し、

壱ヘノ』

アイドル回転数が高い(ATが原因ではない）

→エンジン基本調整、FNa8アイドル回転数が高い」を行う
壷セクションF、トラプルショ‘一手インヶ不目今輻象哩11避r晴訟嘩
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5 クリーフカが全くない

考え 万

Lレンジのみクリープカがある場合は、フエイル・セイフ作動中と考えられる。それ以外の場合はダイレクト．クラッチ
の焼き付きによる3速固定かクラッチ系の滑りが考えられる。

(1)クラッチ焼け、滑り、焼き付き

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●スロットル ・ ポ ジ シ ョ ン ・ センサ●パルス・ジェネレータ
● レボリューション・センサ・センサ・アース

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）
● シフト・ソレノイドNO1●シフト・ソレノイドNn2
●ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）
(2)3速固定（フエイル・セイフ作動）

●ハーネスの断線、短絡・コネクタのかん合不良

●入出力系の電気部品の不具合

(3)トルクが発生しない

● トルク・コンバータ系の不具合（作動不良）

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 全てのレンジでクリープカが発生しないか Yes

No

次のステップに進む

セレクタ・レバーの点検・調整を行う
匂

露シフト・メカニズム、セレクタ・レバー点検、セレク

タ・レバー調整

2 以下のトランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)端子電圧を点検する

函オートマチック・トランスミッション、トラ

●
●

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

シフト・ソレノイドN0.1

シフト・ソレノイドNQ2

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・パルプが固着していないか確認する
■

●

唾オートマチック・トランスミッション、ソレノイド

バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交

換する

ソレノイド・バルブ用のボデー・アースの状態を確認す

る

不具合箇所を修理または交換する
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6 取向起刀､1底い、〃u運か恐い

看へノコ

クラッチ焼け、または3速、O/Dに固定されていなければ、エンジン系不具合の可能性が大きい
(1)クラッチ焼け、滑り、焼き付き

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●スロットル・ポジション,・センサ
● レボリューション・センサ

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）
● シフト・ソレノイドNQl

●ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）
● O/Dクラッチ作動圧系統

(2)3速固定（フエイル・セイフ作動）

●ハーネスの断線、短絡

●入出力系の電気部品の不具合

(3)トルクが発生しない

● トルク・コンバータ系の不具合（作動不自）

●パルス・ジェネレータ

●センサ

●

●

●

■

● アース

シフト・ソレノイドNQ2

ダイレクト・クラッチ作動圧系統

コネクタのかん合不良

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 ｢Nnl3加速不良、パワー不足、息つき、エンジ

ンが吹けない」に従って故障診断を行う

唾セクションF，トラブルシューティング、不
具合現象別故障診断

EGIシステムは正常か

Yes

No

次のステップに進む

不具合箇所を修理または交換する

2 ソレノイド・パルプのコネクタを切り離したと

き各レンジの変速段は以下の通りか

Dレンジ:O/D固津

Sレンジ：3速固定

Lレンジ：1速固定

Rレンジ：リバース

Yes

No

次のステップに進む

トランスミッションを交換する

●

●

3 ソレノイド ･バルブのコネクタを接続する

D，S、Lレンジ（ホールド・モード以外）で

発進したとき変速段はl速か

Yes

No

以下を点検し、不具合箇所を修理または交換する

●
●

●

端子の緩み、破損、変色

トランスミッション・コントロール・モジュール(T

CM)～シフト．ソレノイドの導通

シフト・ソレノイド～ボデー・アースの導彌

次のステップに進む
4 以下のトランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)端子電圧を点検する

唾オートマチック・トランスミッション、トラ

●
●

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

シフト・ソレノイドNnl

シフト・ソレノイド恥2

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・パルプが固着していないか確認する
面オートマチック・トランスミッション、ソレノイド。

バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交
換する

ソレノイド・バルブ用のボデー・アースの状態を確認す
る

不具合箇所を修理または交換する
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フエイル・セイフ変速パターン

K－5ア

レンジ Dレンジ Sレンジ Lレンジ

正常な変速パターン 1速 2速 3速 O/D 1速 2速 3速 1速 2速

シフト・ソレノイドNnl故障 3速 3速 3速 0/D 3速 3速 3速 2速 2速

シフト・ソレノイドNO2故障 l速 0/D 0/D 0/D l速 3速 3速 l速 1速

シフト・ソレノイド同時故障 0/D 0/D 0/D 0/D 3速 3速 3速 l速 l速

パルス・ジェネレータ、レボリューション

センサ同時故障

l速 1速 l速 1速 l速 l速 l速 1速 l速

7
訂
電
ゴ
ロ E速しない

考え方

フエイル・セイフによる変速段固定かAT本体の不具合が考えられる。故障診断フローは基本的に「Nq6最高速が低い、

加速が悪い」と同一です。

(1)クラッチ焼け

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●
●

スロットル・ポジション・センサ●パルス・ジェネレータ
●●

レボリューション・センサ●センサ・アース

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）

●
●
シフト・ ソレノイドNQ1● シ フ ト ・ ソ レ ノ イ ド N Q 2

｡

ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）
● O / D クラッチ作動圧系統●ダイレクト．クラッチ作動圧系統

(2)3速固定（フエイル・セイフ作動）

●ハーネス の断 線、 短絡 ●コネクタのかん合不良

●入出力系の電気部品の不具合

8 O/Dに変速しない

考え方

基本的には「NQ7変速しない」と同様の不具合が考えられるが、その他に特有の不具合も考えられる。

(1)インヒビタ・スイッチの不具合(Sレンジと判定される）

● ハ ー ネスの断線､短絡●コネクタのかん合不良

●スイッチの不具合●セレ ク タ ・ レ バ ー 調 整 不 良

(2)ホールド・スイッチの不具合 ■ ｡

●ハーネスの短絡●コネクタのかん合不良

(3)エンジン水温スイッチの不具合(ON故障をしてO/D禁止制御を実行している）

● ハ ーネスの短絡●コネクタのかん合不良

●スイッチの不具合
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9 奉巾＝垂

~コグーグゴ

変速をつかさどる信号系の不具合（スロットル・ポジション・センサ、パルス・ジェネレータ、レボリューション．セン
サ）かコントロール・バルブの固着やクラッチ系の固着の可能性が高い。
(1)クラッチ焼け、滑り、焼き付き

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）
●
●

スロットル・ポジション・センサ

レボリューション・センサ

③出カソレノイド

●
●

･パルプ系の不具合（固着）
シフト・ソレノイドNnl

ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合
(2)スロットル・ポジション

(作動不良、固着）

● パルス・ジェネレータ

●センサ・アース

●．

･センサの不具合（作動がリニアでない）
(3)レボリューション・センサの不具合（振動韓に上島レマ

シフト・ソレノイドNn2

．●ノコ．一k，

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 トランスミッション・コントロール・モジュー

ル(TCM)のアース端子とトランスミッショ

ン・ケースの電位差を点検する

壷オートマチック

ンスミッション．

(TCM)点検

電位差は0Vか

トランスミッション、トラ

コントロール・モジュール

Yes

No

次のステップに進む

アース・ポイントを点検する

2
異冨変速する時のトランスミッション・コント

ロール・モジュール(TCM)端子電圧を測定
し、 以下の信号が異常な変化をするか確認する

●D,.S，Lレンジ信号（インヒビタ・スイッ
チ）

・スロットル開度信号（スロットル・ボジショ
ン・センサ）

・入力回転信号（パルス・ジェネレータ）
● 出力回転信号（レボリューショ

入力信号は正常か

ン・センサ）

Yes

No

灰のステップに進む

該当するスイッチ、センサ回路の断線、短絡を点検する

(断続故障の可能性が高いのでコネクタ、
すってみる）

不具合箇所を修理または交換する

ハーネスを揺

3 以卜のトランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)端子電圧を点検する
唾オートマチック

●
●

トランスミッション、トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール
(TCM)点検

シフト・ソレノイドNnl

シフト・ソレノイドM2

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・バルブが固着していないか確認する

壷オートマチツク・トランスミッション、、ソレノイ
ド・バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、
b①

換する

トランスミッションを交

ソレノイド・バルブ用のボデー・アースの状態を確認す
る

不具合箇所を修理または交換する
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10 頻繁に変速する

考え方

基本的に「Nn9異常変速」と同一の原因が考えられる。ただし、可能性としては、まずスロットル・ポジション．セン

サ、レボリューション・センサの入力信号不具合（センサ・アース、センサ・ハーネス、コネクタ含む）が考えられる。
次にクラッチの滑り（クラッチ焼け、ライン圧低下）が考えられる、

11 変速点が高い、または低い

考え方

●異常変速でなければ、スロットル・ポジション・センサ、レボリューション・センサ入力信号の不具合が考えられる。
● スロットル・ポジション・センサの出力信号がリニアに変化することを確認する。

・変速車速が正常であるにもかかわらず、エンジン回転数が高い／低い場合はタコ．メータを点検する

12 ロックアップしない

考え方

フエイル・セイフ作動時は基本的にロックアップしない。まず、サービス・コードを確認してください。高速時のみロッ

クアツプするのであれば、ホールド・スイッチ系かインヒビタ・スイッチ系の不具合(調整不良)が考えられる。

注意

●

､ 甲

ロツクアツプ・ピストンが焼けていた場合オイル・クーラに異物混入の可能性があるため､併せて点検する。
■■

変速をつかさどる信号系の不具合（スロットル・ポジション・センサ、パルス・ジェネレータ、レボリューション・セン

サ）かコントロール・バルブの固着やクラッチ系の固着の可能性が高い。

(1)ロックアップ・ピストンの焼け、滑り

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●
●

スロットル ・ ポ ジ シ ョ ン ・ センサ・パルス・ジェネレータ

レボリューション・センサ

③出力ソレノイド･バルブ系の不具合（固着）
●

●センサ・アース

ロックアップ・ソレノイド・バルブ●ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）
● ロツクアツプ・ピストン作動圧系統

(2)インヒビタ・スイッチの不具合(Sレンジと判定される）

●ハーネスの断線、短絡・コネクタのかん合不良

●スイッ チの不具合・セレクタ・レバー調整不良

(3)ホールド・スイッチの不具合

●ハーネスの短絡 ●コネクタのかん合不良

(4)エンジン水温スイッチの不具合(ON故障をしてロツクアツプ禁止条件力城立している）
●ハーネスの短絡 ●コネクタのかん合不良

●スイッチの不具合

(5)ブレーキ・スイッチの不具合(ON故障をしてロツクアツプ禁止条件が成立している）

●ハーネスの短絡 ●コネクタのかん合不良

●スイッチの不具合

(6)スロットル・ポジション・センサの不具合（作動がリニアでない）

(7)レボリューション．センサの不具合（振動等によるレア ・ショート）
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 ロツクアッブ・ソレノイド・パルプのトランス

ミッション・コントロール・モジュール(TC
M)端子電圧を点検する

唾オートマチック トランスミッション､トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・バルブが固着していないか確認する

唾オートマチツク・トランスミッション、ソレノイド．
バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、
換する

トランスミッションを交

ソレノイド・パルプ用のボデー

る

不具合箇所を修理または交換する

アースの状態を確認す

13
－Uジンジグーし〃ふじ，

ご ” ‐ ク ゴ

変速が正常で単にキックダウンしない場合、
コネクタ含む）の不具合の可能件が高い‐

スロットル・ポジション ･センサ系（センサ・アース､センサ・ハーネス、

14
一一U グ シ〆、＝ゾ卜。シ･ノンピエンシュノカ、空唖垂寸ス字だ【＋署ヱ

ｰウークー

クラッチ焼け、またはライン圧の低下によるクラッチ滑りが発生している可能性が高い。
(1)クラッチ焼け、滑り

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）
●スロットル・ポジション・センサ
● レボリューション・センサ

○

③出力ソレノイド．

④

●

パルプ系の不具合（固着）

シフト・ソレノイドNul

●ボデー・アース

コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）
(2)油圧作動不良（レンジ切替え部の不具合）

●セレクタ・レバー位置ずれ

● パルス・ジェネレータ

●センサ・アース

● シフト・ソレノイドNQ2

－，王､〃レゾ.身－つ少．､、毛砦屋､今.､_‐

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 ロード・テストを行う

g野オートマチック・トランスミッシコン

ド・テスト

変速点は正常か

、
ロ－

Yes

No

灰のステップに進む

INq9異常変速」に従って故障診断を行う

2 以下のトランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)端子電圧を点検する

琢オートマチック・トランスミッション、トラ

●
●

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

シフト・ソレノイドNQ1

シフト・ソレノイドNn2

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・パルプが固着していないか確認する

壷オートマチック・トランスミッション、ソレノイド
バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、

換する

トランスミッションを交

ソレノイド・パルプ用のボデー･アースの状態を確認す
る

不具合箇所を修理または交樋する

15
“ Hエ戸沙'厨一一、ー〃ｰ『参一〆シ〆〃・啄言ユ宇刀、合

ｰマーター

基本的に「NQ14シフト ･アップ、シフト・ダウンでエンジンが空吹きする、
Nal4の状態が悪化するとNQ15の現袋になる‐

または滑る」と同一の不具合が考えられる。
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16 ロックアップする痔、ジャダが発生する
考え方 0 0

ロツクアツプ・ピストンの焼けによる滑り、または作動圧の低下による締結力の不足が考えられる。

注意

●
ロツクアップ・ピストンが焼けていた場合、オイル・クーラに異物混入の可能性があるため、併せて点検する。

(1)ロックアップ・ピストンの焼け、滑り

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●スロット ル ・ ポ ジ シ ョ ン ・ センサ●パルス・ジェネレータ
● レボリューション・センサ

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）
●

●センサ・アース

ロックアップ・ソレノイド・バルブ●ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）

●ロツクアツプ・ピストン作動圧系統

寺
■

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

1 ロックアップ．ソレノイド．バルブのトランス

ミッション・コントロール・モジュール(TC

M)端子電圧を点検する

露オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミッシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・バルブが固着していないか確認する

唾オートマチック・トランスミッション、ソレノイド

バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交

換する

ソレノイド・バルブ用のボデー・アースの状態を確認す

る

不具合箇所を修理または交換する

17 N→DまたはN→Rレンジにセレクトした時のショックが大きい

考え方

フエイル・セイフ作動時はセレクト・ショックが悪化する場合がある。まず、サービス・コードを確認して下さい。サー

ビス・コードが出力されない場合は、コントロール・バルブ・ボデーの作動不良かクラッチ焼けによるショックが考えら

れます。

(1)クラッチ焼け

①ライン圧が低い／高い

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

申6

0 ●

● スロットル・ポジション・センサ・パルス・ジェネレータ
● レボリュ ー シ ョ ン ・ セ ンサ●センサ・アース

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）

●
●
シ フ ト ・ソレノイドNnl●シフト・ソレノイドNQ2

ボデー・アース

④コントロール・パルプ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）

(2)スロットル・ケーブル調整不良
● ●

(3)油圧作動不良（レンジ切替え部の不具合）

・セレクタ・レバー位置ずれ ●インヒビタ・スイッチ位置ずれ

(4)アイドル回転数が高い

(5)エンジン・マウント、排気系マウントの不良または締め付け不足

(6)サスペンションのガタ
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18 ＝〆Iマ ﾉ・シゾロ可、ン／卜･タヮンロ寺のショックヵ､＊蚕1．、

~~コヘダ』

フエイル・セイフ作動時はショックが悪化する場合がある。まず、サービス・コードを確認してください。それ以外で
は、スロットル・ポジション・センサ、レボリューション・センサ、パルス・ジェネレータの不具合が考えられます。
(1)クラッチ焼け、滑り

①ライン圧が低い／高い

②入力信号系の不具合（特性ずれ）
●
●

スロットル・ポジション・センサ

レボリューション・センサ

③出力ソレノイド
●

･バルブ系の不具合（固着）
シフト・ソレノイドNql

●ボデー・アース

④コントロール・パルプ・ボデー系の不具合
(2)スロットル・ケーブルの調轄不自

(作動不良、固着）

● パルス・ジェネレータ

●センサ・アース

● シフト・ソレノイド地2

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 シフト・ショックが大きい時のトランスミ ツ

シヨン・コントロール・モジュール(TCM)

端子電圧を測定し、以下の信号が異常な変化を
するか確認する

oD、S、Lレンジ信号（インヒビタ・スイッ
チ）

oスロットル開度信号（スロットル・ポジショ
ン・センサ）

●入力回転信号（パルス・ジェネレータ）
● 出力回転信号（レボリューショ

入力信号は正常か

ン・センサ）

Yes

No

次のステップに進む

該当するスイッチ、センサ回路の断線、短絡を点検する

(断続故障の可能性が高いのでコネクタ、
すってみる）

不具合箇所を修理または交換する

● ■

ハーネスを揺

2 以下のトランスミッション
。
●

コントロール・モ

ジュール(TCM)端子電圧を点検する

0蚕オートマチック・トランスミッション、トラ

●
●

ンスミッション。

(TCM)点検

コントロール・モジュール

シフト・ソレノイドNal

シフト・ソレノイドNq2

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・バルブが固着していないか確認する
唾オードマチック

バルブ点検

トランスミッション、ソレノイド

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交
換する

ソレノイド・バルブ用のボデー・アースの状態を確認す
る

不具合箇所を修理または交換する
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19 ロツクアップ時のショックが大きい

考え万

入力センサ系の特性ずれ、またはロックアップ・ピストン調圧系の不具合が考えられる。（断線、短絡時はフェイル．セイ
フの機能により、ロックアップは作動しないためショックは発生しない）

(1)ロツクアツプ・ピストン作動圧大

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）

●スロットル・ポジション・センサ●パルス・ジェネレータ
● レボリューション・センサ ●センサ・アース

③出力ソレノイド・バルブ系の不具合（固着）
● ロックアッ プ ・ ソ レ ノ イ ド ・ バルブ・ボデー・アース

④コントロール・バルブ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）
(2)スロットル・ケーブルの調整不良

ｽﾃｯﾌ゚

1

2

点検

ロックアップ・ショックが大きい時のトランス

ミッション・コントロール・モジュール(TC

M)端子電圧を測定し、以下の信号が異常な変

化をするか確認する

・スロットル開度信号（スロットル・ボジショ

ン・センサ）

o入力回転信号.(パルス・ジェネレータ）
● 出力回転信号（レボリューション・センサ）

入力信号は正常か ● －

ロックアップ・ソレノイド・バルブのトランス

ミッション・コントロール・モジュール(TC

M)端子電圧を点検する

面オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミッション・コントロール・モジュール

(TCM)点検

端子電圧は正常か

処置

Yes 次のステップに進む

No 該当するスイッチ、センサ回路の断線、短絡を点検する

(断続故障の可能性が高いのでコネクタ、ハーネスを揺

すってみる）

不具合箇所を修理または交換する

Yes ソレノイド・バルブが固着していないか確認する

雷オートマチック・トランスミッション、ソレノイド

パルプ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交

換する

No ソレノイド.・パルプ用のボデー・アースの状態を確認す
る

不具合箇所を修理または交換する

K-63
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20 車両‘デェE弧忠 ビ ノ " イ ト リ ン ク 時 の 憩 首 か 大きい

マヨヘノ」

オイル・ポンプの不具合が考えられます。

参考

●変速時でのみ発生する場合は変速用ソレノイド
はギヤ・ノイズが考えられる。

バルブの不具合、 変速段に依存する場合や減速時のみ発生する場合

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置
1 エンジンの状態を確認する

エンジン系の不具合があるか

Yes

No

該当するトラブルシューティングを行う

壷セクションF

以下を点検し、不具合箇所を修理または交換する

・エンジン・マウント取付状態

●
●

トランスミッション・マウント取付状態

ATのオイルクーラ・パイプの振動

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交
換する

21
0 ， 、 ｰ 、 9 ， ヒレンン直ノイトリンク時α〕壁晉力､夫垂1．、

~ヨクしダゴ
◆

基本的に「伽20車両停止状態でアイドリング時の騒音が大きい」と同一の不具合が考えられるが、特有の原因としてはセ
レクタ・レバー位置ずれ、インヒピタ．スイ､ソチ付碧ぞぅ,,ぶ茎阜に銅乏

22 HOLDモードでエンジン・ブレーキが‘ ノ
言到しない

マョクーグュ

クラッチ焼け、

(1)
またはライン圧の低下によるクラッチ滑りが発生している可能性が高い。

クラッチ焼け、滑り

①ライン圧の低下

②入力信号系の不具合（特性ずれ）
●スロットル・ポジション・センサ
● レボリューション・センサ

③出力ソレノイド
●

･パルプ系の不具合（固着）
シフト・ソレノイドNql

●パルス・ジェネレータ

●センサ・アース

● シフト・ソレノイドNQ2
●ボデー・アース

●

●

④コントロール・パルプ・ボデー系の不具合（作動不良、固着）
(2)HOLDモード判定せず

●ホールド・スイッチ信号系の不具合（断線一嬬紹作渤禾白､
ｽﾃｯﾌ゚ 点検

処置
1 以下の現象が同時に発生するか

・加速時、滑る

・変速時、滑る

・変速時、エンジンが空吹く

Yes

No

次のステップに進む

INql4シフト・アップ、シフト・ダウンでエンジンが空

吹きする、または滑る」『Nnl5加速時滑る、またはエン
ジンが吹き上がる」に従って故障診断存行弓
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ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処置

2 以下のトランスミッション・コントロール・モ

ジュール(TCM)端子電圧を点検する

唾オートマチック・トランスミッション、トラ

●
●
●
●

ンスミッシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

シフト・ソレノイドNnl

シフト・ソレノイドNq2

レボリューション・センサ

パルス・ジェネレータ

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・バルブが固着していないか確認する

露オートマチック・トランスミッション、ソレノイド

バルブ点検

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交

換する

ソレノイド・パルプ用のボデー・アースの状態を確認す

る

該当するスイッチ、センサ回路の断線、短絡を点検する

(断続故障の可能性が高いのでコネクタ、ハーネスを揺

すってみる）

不具合箇所を修理または交換する

23 変速機がオーバーヒートする

考え方

オイル・クーラによる冷却を妨げる不具合に限定される。

(1)ライン圧の低下

(2)オイル・クーラのつまり（異物混入）

(3)ATFかくはん大(ATF量が多い）

24 NレンジからR，， 、 S，Lレンジにセレクトした時、エンストする

考え方

まず、エンジン制御(ISC制御等）側の不具合が考えられる。それ以外の場合はロックアップ・ピストン系（必ずエン

ストする）の不具合が考えられる。

ｽﾃｯﾌ゚ 点検 処 置

1 ｢NalON-Dシフト時、アイドル不調、エンス

ﾄする」に従って故障診断を行う

唾セクションF、トラブルシューティング、不

具合現象別故障診断

EGIシステムは正常か

Yes

No

次のステップに進む

● ●

不具合箇所を修理または交換する

2 ロックアップ・ソレノイドのトランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)端子

電圧を点検する

唾オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミッション・コントロール・モジュール

(TCM)点検

端子電圧は正常か

Yes

No

ソレノイド・バルブが固着していないか確認する
●ら｡

唾オートマチック・トランスミッション、ソレノイド
●●■

バルブ点検 ノ

不具合箇所を修理または交換する

不具合が改善されない場合は、トランスミッションを交

換する

ソレノイド・バルブ用のボデー・アースの状態を確認す

る

不具合箇所を修理または交換する

●一
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25 走行》犬醒〃､つ旱'四1デエゾ則トーエンストする

~テコヘグJ

まず、エンジン制御（燃料噴射制御_ISC制椥竺1IBIIの不目今雑塞与j旦必二

ｽﾃｯﾌ゚ 点検
処置

1 INQ14減速時、車両が前後方向に振動、エンス

ﾄする」に従って故障診断を行う
壷セクションF トラブルシューティング、不

Yes ｢Nq24NレンジからR、D、S，Lレンジにセレクトし

た時､エンストする」に従って故障診断を行う

具合現象別故障診断 No 不具合箇所を修理または交換する
EGIシステムは正常か

26
夕い、タレ0勺 ハーIンフー廷押し心し、合ロ寺ホーノレド．・ィ、ノ母刀ケー々。＝ZL尖《岳』庁I÷灸ロ、

~ヨグーグJ

ホールド・スイッチの不具合が考えられろ‐

ｽﾃｯﾌ゚

1

2

3

4

点検

イグニッション・スイッチをONにする

全てのインジケータ ライトは消灯しているか

ホールド・スイッチを点検する

､琴オートマチック・トランスミッション、ホー

ルド.･スイッチ点検

ホールド・スイッチは正常か

ホールド・インジケータ・ライト制御信号のト

ランスミッション・コントロール・モジュール

(TCM)端子電圧を点検する

ﾛ蚕オートマチック・トランスミッション、トラ

ンスミツシヨン・コントロール・モジュール

(TCM)点検

端子電圧は正常か

ホールド・インジケータ・ライトを点検する

ホールド・インジケータ・ライトは正常か

処置

Yes メータ。 フユーズ(10A)を点検する

不具合箇所を修理または点検する
No 次のステップに進む

Yes 次のステップに進む

No ホールド・スイッチを修理または交換する

ﾛ毒オートマチック・トランスミッション、ホールド．ス
イッチ取外し／取付け

Yes 次のステップに進む

No トランスミッション・コントロール●モジュール(TC
M)を交換する

回雰オートマチック・トランスミッション、トランスミッ

ション・コントロール・モジュール(TCM)取外し
／取付け

0 ○

Yes イグニッション・スイッチ～ホールド・インジケータ
ライト～トランスミッション． コントロール・モジュー

ル(TCM)間ハーネス、コネクタの断纏を点桧する
No ホールド・インジケータ・ライト参本樋寸島

27 ホールド・スイッチを干 し L し ､ 心 し ､ 府 不 一ノレド・インジケータ・弓イトカ<占0町十ス

ｰ ウーグ己一

ホールド・スイッチの不具合力母考えられ島一

ｽﾃｯﾌ゚

1

2

点検

ホールド・スイッチを点検する

蔭オートマチック． トランスミッション、ホー

ルド・スイッチ点検

ホールド・スイッチは正常か

ホールド・インジケータ ライト制御信号の卜

､ランスミッション。 コントロール・モジュール

(TCM)端子電圧を点検する

函オートマチック．

ンスミッション

(TCM)点検

端子電圧は正常か

トランスミッション、トラ

コントロール・モジュール

処置

Yes 沢のステップに進む

No ホールド・スイ‘ツチを修理または交換する

露オートマチック・トランスミッション、 ホールド・ス

イッチ取外し／取付け

Yes ホールド・インジケータ・ライトートランスミッショ

ン・コントロール・モジュール(TCM)間ハーネス、
コネクタの短絡を点検する

No
トランスミッション・コントロール・モジュール(TC
M)を交換する

ﾛ霊オートマチック・トランスミッション、トランスミッ
ション。 コントロール・モジュール(TCM)取外し
／取付け

K-66

剰慰


